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　――なんて最悪な人生かしら。

　侯爵令嬢アメリア・フォン・レンバッハが短い生涯で最後に思ったことがそれだった。

　早春の空の下、処刑執行場では麗らかな気候に相応しくない物騒な歓声が轟いている。

　観衆の容赦ない「殺せ！」「王室の裏切り者を殺せ！」という罵声を浴びせられながら、アメリアは死刑執行人によって首を刎ねられた。

　わぁっと湧き上がった歓声は、まるで悪が滅びたような喜びに満ちている。

　処刑執行場にある一番高い観覧席に座る青年は、ことさら嬉しそうな顔をしていた。

「ふん。偽者に相応しい末路だ。二十年間も王室を騙しおって」

「ああ、でも……首を刎ねられるなんて、お姉さまが可哀想だわ」

　青年の隣に座っている少女が、怯えた表情をして顔を扇で覆う。しかしその視線は、無残な処刑台の上に釘付けだ。

「あんな女をまだ姉と呼んでやるのか。ジャンヌは本当に優しいな。だがあれは王室反逆罪という大罪を犯した悪党だ。もう身内などと思うな。……もっとも、可愛いお前とは一滴も血が繋がっていないんだったな」

「ええ、マルクス様。血は繋がっておりません。姉は……いったい誰の娘だったのでしょうね」

　怯えた顔をしたはずの少女の口もとが、扇の下で弧を描く。

　青年はフンと鼻を鳴らすと「さて、行くとしよう。いつまでも罪人の首など見ていても気分が悪い」と、椅子から立ち上がった。

　そのあとについていった少女は、最後に処刑台を振り返って目を細める。

「さようなら、お姉さま。このジャンヌ・フォン・レンバッハがお姉さまの代わりに幸せになってみせますから、どうぞ安らかにお眠りくださいね」

　弾むような足取りで処刑場から去っていく妹の姿を、アメリアの青い瞳はもう映していない。

















第一章　哀れな令嬢と一等星












「……な……メリア……」

「……哀れなアメリア……」

（誰？）

　囁くような小さな声で、誰かが呼んでいるのが聞こえる。

　アメリアは目を開いてそちらを見ようとしたが、どんなに力を入れても瞼が開かなかった。

　瞼だけではない、手も足も動かせず口も開かない。どういうことかと焦っていると、閉じたままの瞼の裏が明るくなり、アメリアの視界に見慣れた風景が広がった。

（ここは……私の屋敷だわ……）

　不思議な状態だった。アメリアはまるで舞台のお芝居を見ているように、その光景をただ眺めている。

　広く豪華な寝室に、大勢の人が集まっているのが見えた。ベッドに横たわった女性は精根尽きたようにぐったりとしていて、その脇でお仕着せを着たひとりの女性が、生まれたばかりの赤子を抱いている。

　赤ん坊のときの自分の顔など覚えているはずがないのに、アメリアは直感的にそれが自分だとわかった。

「お生まれになったのは女の子だそうよ」

「まあ！　それではいよいよ未来の皇后陛下のご誕生ね！」

「先代侯爵様も天国できっと喜ばれているわ。これでレンバッハ家も念願の王室の縁続きだもの」

　屋敷仕えの者たちの噂話が聞こえる。

　レンバッハ侯爵家は長い歴史を持つ名門貴族だ。代々財政面でグランエルン帝国王室に多大な協力をしてきており、国内における影響力も大きい。そんなレンバッハ侯爵家の長年の悲願は一族を王室入りさせることだったが、代々女児に恵まれなかったことでその夢は叶わずにいた。

　そんなレンバッハ侯爵家に、念願の女児・アメリアが生まれた。屋敷の者も領地の者も皆大喜びし、王室でさえもその報せを聞いて、なんと三ヶ月後には三歳年上の皇太子との婚約を正式に決定したのだ。

　国内最大の有力貴族であるレンバッハ侯爵家と婚姻を結ぶのは王室にとっても利点がある。それに加え、現皇帝ミヒャエルは先代侯爵と交流が深く、王室に尽くしてくれた彼に恩義があった。その恩返しの意味もあったのだろう。

　かくしてアメリアは物心つく前に未来の皇太子妃――ひいては皇后になることを運命づけられたのだった。

　しかし。それは決して彼女に幸福をもたらすものではなかった。

　目の前の光景は流れる河のように移ろっていく。

　次に映し出されたのは、プラチナブロンドの幼い女の子が厳めしい顔つきをした教育係に叱られている場面だ。まだ五歳にもならない女の子は泣きながら挨拶の練習をしている。少しでも頭が左右に揺れると教師が教鞭で女の子の背を叩き、女の子は歯を食いしばってこらえた。服で見えないが、その小さな背が真っ赤に腫れていることを、アメリアは知っている。

　過去の傷が疼くようで思わず自分の背を撫でようとしたとき、また場面が変わった。

　先ほどの女の子が母親に甘えている場面だ。やせ細った姿の母親は床に就いたままだが、甘えてくる女の子に優しく微笑みかけている。

「……お母様……」

　アメリアが小さく呟くと、場面が変わった。今度は雨の降る墓場だ。

　真新しい墓の前で泣きじゃくる幼い女の子の姿に、アメリアは思わず目を逸らした。母を亡くしたときの悲しみはあれから一時も癒えていない。

　いつまでも母の墓前から離れたがらないアメリアを置いて、さっさと立ち去る紳士の姿が見えた。アメリアの父コンラートは、妻の葬式で一度も涙を零さなかった。それどころか母を恋しがって泣くアメリアを一瞥すると、忌々しそうに目を吊り上げるのだった。

　生前からコンラートが政略結婚で娶った妻を愛していないことは有名だった。食卓すら共にせず、病床の妻に顔を見せることさえないほどに。

　幼かったアメリアはなぜ父が母に冷たい態度を取るのかわからなかったが、母によく似た自分も愛されていないことは薄々と感じていた。

　さらに場面はどんどんと流れた。しかしどの光景にも、もう幸福そうに満面の笑みを浮かべるアメリアはいない。

　冷たい父、ひとりぼっちの食卓、遊ぶ間もない座学とレッスンに、厳しい教育係たち――。

「これっぽっちの教本をまだ読み終えていないのですか!?　将来の皇后になろうというお方が、なんて情けない！」

「今のところ、あと十回弾き直しなさい。そんな腕前を皇帝陛下と皇太子殿下にお披露目するつもりですか？　許されませんよ」

「なんですか、これは。流行の小説？　こんなものを読む暇があったらムーランド語とサウス語を早く覚えてください。そんなことでは皇后になれませんよ」

　日に日に、アメリアの顔が曇っていく。

　成長するにつれて感情を表さなくなっていくアメリアに、屋敷で働く者たちも近づき難さを覚えるようになっていった。

　そんなアメリアの顔がわずかに綻ぶ時間がふたつだけあった。

　皇帝陛下への謁見と、新しく屋敷の護衛騎士になったトロスト卿に剣を教授してもらうときだ。

　皇帝ミヒャエルは皇太子の婚約者であるアメリアを気に入っていた。将来立派な皇后になるべくアメリアの血の滲むような努力を、皇帝陛下だけが認め褒めてくれた。

「レンバッハ令嬢は幼い身でよく頑張っている。それに比べ我が息子のマルクスときたら……少しはレンバッハ令嬢を見習ってほしいものだ」

　褒めそやすミヒャエル皇帝の隣で、まだ少年だった頃のマルクス皇太子がアメリアを睨む。その憎しみに満ちた眼差しは、将来の妻に向けるものとは到底思えなかった。

　少女だったアメリアはまだ知らなかった。享楽的でプライドの高いマルクスが、真面目で無表情な婚約者を心から煩わしく思っていることに。

　場面が変わり、十歳を超えたアメリアは中庭で訓練用の剣を握っていた。手ほどきをしてくれているのは新人護衛騎士のトロスト卿だ。子爵家の次男で家督を継がない彼は、十八歳のときにレンバッハ家の護衛騎士の任に就いた。この頃の彼はまだ屋敷に来たばかりで、真面目で凛々しい顔立ちの中にも少し幼さが見える。

「もっと脇を締めてください。……そう、その調子。手首を痛めないように腕全体を使って振ってください」

　十歳の子供相手に、トロスト卿は偉ぶることも手を抜くこともなく、ていねいに剣の扱いを教授してくれた。

　もともと、アメリアに護身のために剣を習わせてはどうかと提案したのはトロスト卿だった。

　皇后教育には不必要なものだし、アメリアは初めは乗り気ではなかったが、始めてみると剣の練習の時間はいい息抜きになった。毎日屋敷の中に閉じ込められて座学と楽器とダンスの訓練に明け暮れていたアメリアは、空の下で体を動かすことの楽しさを知った。そして他の教育係と違って叩いたり怒鳴ったり嫌味を言ったりせず、同じ目線で向き合ってくれるトロスト卿の教授が嬉しかった。

「今日はここまでにいたしましょう。……昨日より上達されたと思います」

　紺色の髪を風に揺らしながら、トロスト卿は琥珀色の目をわずかに細めた。少女のアメリアも、額の汗を拭いながら微かに口もとを綻ばせる。

　週に三時間だけ、それも十六歳になるまでだったが、彼に剣を教わる時間は明るい思い出としてアメリアの胸に残っていた。

　目の前の光景がサラサラと流れ、幼い少女だったアメリアはどんどん大きくなっていく。

　輝くプラチナブロンドとアラバスターのような白い肌。冷たい湖のように澄んだ青い瞳。アメリアは触れ難いほどの気品を纏い、白百合のように凛とした美貌を持った女性へと成長した。

　四ヶ国語を完璧に習得し、貴族としてのマナーだけでなく宮廷作法も身に着け、ピアノとダンスの腕前は帝都の若い女性では一番だと噂されるほどだった。宮廷行事にもこの国の内政事情にも精通し、その能力は皇帝にも認められ、いつ王室に嫁入りしても問題ないはずだった。

　アメリア自身が王室に嫁ぐことを望んだわけではないが、それでもこの十数年間の苦労が報われることは嬉しい。このグランエルン帝国の未来の皇后の座に誰より相応しいと心の中で自負できる実力を、アメリアは密かに誇りに思っていた。

　――しかし。

「私はジャンヌ・マイヤール。クリステル・マイヤールと……レンバッハ侯爵コンラート様、あなたの娘です」

　十八歳のときに突如やって来た少女が、アメリアの誇りも努力も未来もすべて打ち砕いた。

　ある日屋敷にやって来た黒髪の少女ジャンヌは、自分がレンバッハ侯爵コンラートの娘だと主張した。平民の娘がそんなことを言ってきても普通ならば相手にもしないはずだが、コンラートは違っていた。

「本当に……クリステルの娘なのか？」

　彼には身に覚えがあった。若い頃に平民の女性相手に恋の炎を燃やし、身分違いを押し切ってでも結ばれようとした過去が。しかし侯爵家のひとり息子だった彼にそれは許されず、結局は親の決めた相手……アメリアの母であるハインツェ伯爵家の令嬢エリーゼと結婚した。

　エリーゼと結婚したあとも彼はクリステルを手放そうとはしなかったが、やがて――ちょうどアメリアが生まれる頃、クリステルは忽然と姿を消した。

　コンラートはひどく悲しみ、愛する人と結ばれなかった恨みは政略結婚の妻と娘に向かった。「こいつらさえいなければ」と。

　長年燻った憎しみを抱え続けてきたコンラートは、かつて愛した女性の娘に希望を見た。まるで自分の本当の人生を取り戻したと言わんばかりに。

　クリステルはコンラートの子を身ごもっていたが、これ以上彼に迷惑をかけられないと思い身を引いたのだという。そして昨年の冬、娘にすべてを打ち明け、病でこの世を去ったのだとジャンヌは語った。

　証拠として、以前コンラートがクリステルに贈ったというハンカチをジャンヌは差し出した。それを見て彼は涙ぐみ、クリステルによく似ているジャンヌを娘と呼んで抱きしめたのだった。

　それからのアメリアの人生は、まるで地獄へ転げ落ちるかのようだった。

　ジャンヌを娘と認めたコンラートは彼女を屋敷に住まわせアメリアより広く豪華な部屋を与え、山のような贈り物をし、この屋敷に関する権限を与えほぼ自由にさせた。

　平民育ちなので貴族としてのマナーはまったく身についていないジャンヌだったが、気さくで明るい性格はたちまち屋敷仕えや領民の心を掴んだ。――いや、正確には〝心を掴むのがうまかった〟というべきだろう。

　彼女はとてもしたたかで、自分がどう振舞えば周囲が優しくしてくれるかをよく心得ていた。特に、男性にとっての態度を熟知していた。そして自分がコンラートの寵愛を受けていることを最大限に利用し、屋敷での自分の立場というものをあっという間に強固に築き上げた。

　貴族としてのマナーや教養に長けてはいても、人に媚びるどころか自然に笑顔を向けることさえうまくできなくなってしまっていたアメリアに、ジャンヌに太刀打ちできる術などない。

　生まれ育ったはずの屋敷に、アメリアが自分の居場所がないと感じるようになるまで三ヶ月もかからなかった。

　しかし何よりの悲劇は、アメリアの婚約者である皇太子マルクスがジャンヌに恋をしてしまったことだった。

　舞踏会で婚約者の自分を差し置いてジャンヌと仲睦まじく踊るマルクスを見たとき、アメリアは背筋が冷たくなった。それでもまさか、皇太子の婚約者の座まで奪われることなどあり得ないと思っていたが、現実は彼女の予想よりはるかに醜悪で残酷だった。

　場面は大きく移り変わって、王室裁判の一幕が映し出される。

「――よって、アメリアがこのレンバッハ・フォン・コンラートの娘ではないことをここに証明いたします」

　紙の束を皆に見せるように突き出して、コンラートが朗々と述べる。脇に控えた見知らぬ男女らが、それに同意するように頷いていた。

　コンラートはどこからか連れてきた、アメリアの母の昔の侍女を名乗る女や、密会のための馬車の御者や、血縁の有無がわかると自称する医者を証人として並べ立て、アメリアが妻の不義の子だと法廷で主張した。手にした紙束はアメリアの母が浮気相手に送ったという手紙で、ごていねいにもアメリアがコンラートの子ではないことが綴ってある。

　二十年間も皇太子の婚約者として育てられてきたアメリアがレンバッハ家の血を引いていなかったという父親からの告発は衝撃的で、法廷はざわつき、ミヒャエル皇帝は戸惑いに顔を青ざめさせた。

「なんという不敬だ！　アメリアは二十年間も王室を欺き、その資格もないのに僕の婚約者の座に居座ってきたのか！」

　憤慨していたのはマルクスだった。アメリアに優しく笑いかけたことなど一度もないのに、まるで信頼してきた恋人に裏切られ傷ついたかのように涙を流している。

「お気の毒な皇太子様。二十年も婚約者に騙され続けてきたなんて」

「皇太子様は名誉も心も傷つけられましたわ」

「どこの血筋かもわからない娘が皇太子妃になろうなんて、恐ろしい。不敬にも程がある」

　皇太子の涙は同情を誘い、何も知らないはずのアメリアに非難の目が向けられるようになった。

　この頃、アメリアを可愛がっていたミヒャエル皇帝は加齢から病床に就きがちで、宮廷での実権はほぼマルクスが握っている状態だった。

　ミヒャエルは真実をもっと追究すべきだと主張したが、マルクス派の廷臣たちとマルクスに同情した世論の波に押し切られる形で、アメリアの婚約は解消された。それどころかアメリアは王室を二十年間欺いた罪で死刑に処されることが決まった。

　まるでぼろが出ないうちにすべてを片付けてしまおうというような迅速さだった。

　何がなんだかわからないうちに、アメリアは投獄され、刑の執行を待つ身となった。

　冷たい地下牢で耳にしたのは、マルクスがジャンヌと婚約したという話。アメリアに裏切られながらも、レンバッハ家との絆を重んじてジャンヌとの結婚を決めたマルクスを、誰もが「慈悲深い」「素晴らしい」と口々に褒め称えていた。

　アメリアは笑った。暗く冷たい地下牢で、ひとりぼっちで。

　なんておかしな戯曲だろう。たった二年。たったの二年で、すべてを、何もかもを、鮮やかに奪われてしまった。出自すら確かでないあの女に。

　自分は二十年間も皇太子妃になるべく日夜努力してきたというのに、そんなことはなんの役にも立たなかった。誰にも愛されず、誰からも憎まれ、喜びも幸せも知らず、ただ惨めに死んでいく。そして死んだあとも、稀代の憎まれ役として語られていくのだろう。

　よく晴れた三月の水曜日。

　アメリア・フォン・レンバッハは二十年の生涯を終えた。

　最後に流した涙は、ただただ哀れな自分のためのものだった。






　自分の人生を一瞬の舞台のように見終えたアメリアは、呆然としていた。己の身に起きたこととはいえ、なんとむごい生涯なのだろう。

　生前は祈りを欠かしたことがないほど信心深かったが、もし人の一生というものを神様が筋道立てているのだとしたら、問い詰めてやりたいと思う。何故私がこのような人生を歩まねばならなかったのですか、と。

　そのときだった。まるで心で思っていたことに応えるように、どこからか声が聞こえた。

「哀れなアメリア。こんなはずではなかった」

「グランエルン帝国を率いる気高き皇后になるはずだったのに」

「グランエルン帝国を導く国母になるはずだったのに」

「どこかで運命の歯車が狂ってしまった」

「可哀想なアメリア。天主よ。どうか彼女にご慈悲を」

　まるで楽器を奏でるような声で誰かが喋っている。アメリアの瞼の裏には光が広がり、やがて体中が温かな空気に包まれた。

「敬虔なる信徒は神の子。神の子アメリア、あなたにもう一度やり直す機会を与えましょう。しかし時の流れは二度と戻りません。失われた肉体の代わりに新たな肉体を授けます。それからどう生きるかは、あなた次第――」

　声と光がだんだん遠ざかっていく。瞼の裏に見えた影は、いつか教会で見た天の御使いが空へ昇っていく絵画を思い出させた。






「――え……？」

　アメリアは目をパチクリさせた。まるで長い長い夢から覚めた気分だ。

　しばらく自分が誰で今まで何をしていたのかうまく思い出せず、その場で固まってしまった。そして目に映っているのが見慣れた教会のレリーフだと気づいたとき、ようやく自分が何者だったのかを思い出した。

「……ここは、礼拝堂……？　私……どうして生きているの？」

　アメリアはキョロキョロと周りを見回してから、自分の両手を見つめた。ここは生前に毎日通っていた礼拝堂だ。夜中のようで人はおらず、窓から月明かりが差し込んでアメリアを薄明るく照らしている。

「私、斬首刑になって死んだはずじゃ……」

　生々しい記憶は夢だったのだろうかと混乱しながらフラフラと窓辺へ歩いていったアメリアは、窓ガラスに映った自分の姿を見て目を丸くした。

　そこに映っていたのはプラチナブロンドを持った儚くも凛と美しい白百合のようなアメリアではない、フワフワとしたハニーブロンドの癖っ毛とつぶらな目をしたひまわりのように愛らしく年若い女性だった。

　その姿を見たとき、頭の中であの声が思い出された。

『敬虔なる信徒は神の子。神の子アメリア、あなたにもう一度やり直す機会を与えましょう。しかし時の流れは二度と戻りません。失われた肉体の代わりに新たな肉体を授けます。それからどう生きるかは、あなた次第――』

「あれは……夢？　……違う。私……神様に新しい体をもらったんだわ」

　アメリアは頭の中の靄が晴れるように、徐々に理解していった。

　自分が一度は悲惨な運命を辿り死んだこと。けれど神の慈悲で新たな肉体を与えられ、もう一度この世に甦ったことを。

　その事実を受けとめ、喜ぶべきか悲しむべきかアメリアは迷った。努力して真面目に生きるのはもうまっぴらだ。いっそ何もかも忘れて安らかに眠っていた方が幸せだったのではとも思う。けれど。

「新しい顔……。アメリアじゃない……」
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　窓に映った新しい顔を見て、アメリアはなんだかおかしくなってきた。そして自分がもうあの悲劇の令嬢ではないということをつくづく噛みしめると、礼拝堂の外に出て夜空を仰いだ。

「シュピカ。今日から私は、シュピカ・ハインツェよ」

　春の夜空に輝く一等星を指さして、アメリアは誓うように呟く。

　軽い足取りで歩く街はまるで知らない街のように新鮮にキラキラと目に映り、アメリアは自分が生まれ変わったことを全身で感じながら十数年ぶりに微笑んだ。

















第二章　騎士の供花は誰が為に












　それから半年の月日が経ち、季節は秋へと移ろっていった。

　アメリア改めシュピカは街の片隅にある酒場で働いている。お金を貯めて旅に出るためだ。

　新しい姿と名前を手に入れたシュピカは、今度こそ人生を楽しむことに決めた。どうやらこの体はアメリアと同じ二十歳くらいらしい。まだ十分に若く、健康だ。そしてアメリアとは違い、自由である。

　自分はどこにでも行けるしなんでもできるのだと悟ったシュピカは、世界が薔薇色に輝いているように感じた。もう面白くもない皇后教育を受ける必要もなければ、厳しい教育係に怯える心配もない。冷たい父親の顔色を窺ってビクビクしなくてもいいし、皇太子の憎々し気な眼差しに胃が痛くなるような思いもしなくていい。社交界で「皇太子に嫌われている許嫁」と嘲笑されることもなければ、無邪気なジャンヌの無礼な振舞いに奥歯を噛みしめて耐えなくてもいいのだ。

　貴族でもないただの平凡な町娘として生まれ変わり、シュピカはこの人生を最高だと思った。

　しかし、新しい姿になってレンバッハ家とは縁もゆかりもなくなったのはいいが、同時に住む所も帰る所もなくなってしまったことにシュピカは気づいた。

　どうしたものかと街の片隅で頭を悩ませていたら声をかけてくれたのが、酒場の女将だった。行く所がないのなら、うちで住み込みで働かないかと。

　ちょうど従業員がひとり辞めて困っていた女将と、帰る家もお金もないシュピカの利害は一致し、幸いにも生まれ変わったその日からシュピカは賄いつきの職と寝床を得ることができたのだった。

　労働は初めての経験だったが、賢いシュピカはすぐに教えられたことを覚えた。女将は市井に疎い彼女を家出してきた箱入り娘だと思ったようで、何かと親切に面倒を見てくれた。酒場は他に女将の旦那や厨房の見習いの青年、女給らが数人いたが、皆、心が温かく、ちょっとおせっかいな善人ばかりだった。

　シュピカは感激する。身分や利害に関係なく微笑みかけてくれる人々の存在に。

　もしかしたら神様は新しい人生のおまけに、少しだけ運気を上げてくれたのかもしれない。シュピカはたちまちこの酒場が大好きになり、アメリアのときにすっかり失くしてしまった笑顔をあっという間に取り戻したのだった。

　そんな温かな人たちに囲まれ、彼女は今日も笑顔で元気に働いている。

「はい、ビールふたつと豆と鶏の煮込みおまちどおさま」

　飲み物や料理の載った重いトレーも最初は両手でヨロヨロと運んでいたが、今では片手でサクサク運べるようになった。明るい掛け声と共にビールをテーブルに置いたシュピカに、客の中年男らは目尻を下げる。

「やあシュピカ、今日も元気だね。あんたのその花が咲いたような笑顔を見るとビールがますますうまく感じるよ」

　明るく若々しいシュピカは、今や酒場の看板娘といえる。客らの中には、そんな彼女の朗らかな笑顔を見るのを楽しみに通っている者もいた。

「どうもありがとう。ならばどんどん飲んでお店の売り上げに貢献してね」

　酔っ払いの軽口への返しも、もうお手の物だ。「シュピカはしっかりしてるなあ」と眉尻を下げて笑う客につられて、シュピカも笑い声をあげた。

「ああ、そうだ。この前頼まれていたあれ、持ってきてやったよ」

　客のうちのひとりがそう言って丸めた紙を手渡した。シュピカはキラキラした目で受け取って、「ありがとう！」とさっそく開く。それはこの大陸の地図だった。

「なんだ？　地図かい？　どうしてこんなものが欲しかったんだ？」

　他の客がシュピカの手もとを覗き込んで首を傾げる。するとまた別の客が、得意げに顎を上げて彼女の代わりに答えた。

「シュピカはな、ここで働いて金を貯めたら世界を旅したいんだってさ。この街を出ていろんな国を観に行くのが夢なんだと」

　その答えに間違いはなく、シュピカは頬を桜色に染めてうんうんと頷く。

「せっかく健康な体と自由を持って、この世界に生きているんだもの。見たいものを全部見て、やりたいことは全部やりたいの。いつ天に召されても後悔しないように」

　それは、新たな人生を手に入れたからこその願いだった。

　アメリアだった頃は、外の世界などほとんど知らなかった。広く空虚な屋敷で座学やレッスンばかりして、たまに用事で外へ出ても自由などなかった。決められたことを決められたとおりにこなすだけで、美しい景色に心震わせたことも、初めての体験に胸弾ませたこともない。

　今となっては、まるで生きながら死んでいるような人生だったなと思う。けれどもうどうでもいい。シュピカにとって大切なのは、今とこれからだ。お金が貯まったら、レンバッハ侯爵領から出て、新しい世界を自分の目で見て自分の足で旅して、そしていつか安住の地を見つけるのだ。それが新しい人生での夢で願いだった。

「そうか～。ならシュピカの夢が早く叶うように、いっぱい飲んでいっぱい給金が出るように協力してやんなくちゃな、おかわり！」

　シュピカの話を聞いた客が赤ら顔で空になったジョッキを手に掲げる。すると別の客が「馬鹿！　金が貯まったらシュピカがこの店からいなくなっちまうんだぞ。長くこの店にいてもらうために、俺はケチって飲むからな」と言いつつビールを飲み干して、仲間たちの笑いを攫った。

　和やかな雰囲気にシュピカも顔がほころびっぱなしになる。――そのとき。

　後ろからガタン！　と大きな音が聞こえ、シュピカも客たちも驚いて一瞬肩を跳ねさせた。

　音の出所は一番奥のカウンター席からだった。どうやら客のひとりが酔い過ぎて椅子から落ちたらしい。

「大丈夫ですか？」

　すぐさま駆け寄ったシュピカは、床に座り込んだまま項垂れた人物のもとにしゃがみ込む。転んだ拍子に酒が服にかかったようで、シュピカは腰に下げていた布でそれを拭いてあげた。外套もブーツも上質なものを身に着けているが、手入れがあまりされていないようでくたびれている。

　彼はひとりで飲んでいたようで、周囲に連れらしき者はいない。外套から覗くガッシリとした体型と、少々やつれている印象はあるが整った輪郭と口もとから、年若く見目も端整な青年だとわかった。ただ、服と同じで無造作に伸ばされた髪のせいで目もとが隠れ、陰鬱な雰囲気が漂っている。顔色もひどく悪い。

「大丈夫ですか、立てますか？　今夜はもう飲むのはやめた方がいいですよ」

　項垂れたまま動かない彼の腕を、シュピカは自分の肩に回し立たせようとする。頭ひとつ分以上背が高い彼の体は重かったが、抵抗する気はないようでおとなしく立ち上がった。

「……うるさい、放っておいてくれ」

　小さく呟いたその男の声に、シュピカは「え？」と目を瞠る。この低いけれど威圧的でない声は、聞き覚えがある。

　立ち上がった彼の長い紺色の髪が揺れ、隙間から瞳が見えた。切れ長で涼やかな目もと、琥珀色の瞳。シュピカは思わず声に出しそうになり、慌てて口を噤んで心の中で叫んだ。

（――トロスト卿……!?）

　シュピカの記憶の中の彼より遥かにやつれ、無精髭まで生え、くたびれた格好をして、まるで別人だが、間違いなかった。彼はレンバッハ家で護衛騎士として仕え、少女だったアメリアに真摯に剣を教えてくれたヴィルマー・フォン・トロストだ。

（どうしてトロスト卿がこんなところに？）

　一瞬シュピカはヒヤリとした。トロスト卿にはなんの恨みもないが、やはりアメリアと縁のある者を見れば警戒してしまう。

　しかし当然、トロスト卿はシュピカがアメリアであるなどとこれっぽっちも気づいていないようだ。親切に抱き起してくれたシュピカの腕を乱暴に払い除けると椅子に座り直し、カウンターの奥に向かって「おい、酒をくれ」と頼んだ。

　厨房にいた女将がしかめっ面で出てきて、泥酔しているトロスト卿を見てため息をつく。

「もう飲むのはおよし。あんた、この前も店の外で酔い潰れてただろう？　そんな飲み方をしてたら、いくら若くったって体を壊して死んじまうよ」

　親切な女将の言葉にトロスト卿は自嘲気味に口角を持ち上げると、「願ったり叶ったりだ。俺が野垂れ死んでたら、そこの共同墓地に投げ込んでおいてくれ」と乾いた笑い声をあげた。

　女将がすっかり呆れた様子で見ていると、トロスト卿は酒のお代わりをもらえないと悟ったようで、懐から金貨を出してカウンターに乱暴に置くとふらつく足取りで店を出ていった。

「なんだありゃあ。よさそうな身なりしてるのに、ひでぇ飲み方しやがって」

「俺ぁ知ってるぜ。あいつ、領主様んとこの騎士だ」

「領主様の？　それがなんだって、あんなうらぶれちまってるんだよ？」

「さあな。昔は優秀な騎士だったらしいけど、最近はあちこちでああして飲み歩いては酔い潰れてるらしいぜ」

　トロスト卿の出ていった扉を眺めながら、シュピカは客たちの噂話に耳をそばだてていた。

（私が処刑になる前まで、トロスト卿は真面目な騎士だったわ。あれから半年しか経っていないのに……彼にいったい何があったの？）

　もうアメリアだった頃のことは考えたくないのに、彼を心配する気持ちが湧いてしまう。

　父親から婚約者までとことん人に恵まれない前世だったが、トロスト卿だけは最後まで一度たりともアメリアに不敬な態度を取ったことがなかった。

　ジャンヌが現れコンラートが彼女を寵愛するようになったとき、屋敷仕えの者たちはジャンヌに媚びを売り露骨にアメリアを冷遇するようになった。おそらく皇太子妃の座がアメリアからジャンヌに取って代わることに勘づいていたのだろう。そうでなくとも無表情で愛想のないアメリアは、屋敷仕えたちからあまり好ましく思われていなかったのだ。

　屋敷の令嬢だというのに従僕にすら軽んじた態度を取られるアメリアに、トロスト卿だけは敬意をもって接してくれた。十六歳で剣の稽古をやめさせられてから彼と会う時間はほとんどなくなったけれど、それでも廊下ですれ違えば恭しくこうべを垂れ、馬車の乗り降りにいつも手を貸してくれるのも彼だけだった。

　シュピカは気持ちをソワソワさせたあと、「女将さん。私、あの人が心配だから見てきますね」と思いきって顔を上げた。

　もうアメリアだった頃の知人とは関わりたくない。けれど、誠意をもって接してくれた人が荒んでいる姿を見て平気でいられるほど、シュピカの心は凍てついていない。

　エプロンを外し店から飛び出そうとするシュピカを、客たちは「あんなやつ放っておけよ」と口を揃えたが、おせっかいな女将だけは「ああ、そうしてやんな」と送り出してくれた。

　店を出たシュピカはしばらく周辺を捜して、やがて背の高い影がフラフラとどこかへ向かって歩いているのを見つけた。

（いたわ。……でも、なんて声をかけよう）

　まさか自分の正体を明かすわけにもいかないし、どうしたものかと迷いながら後をつけていると、彼はやがて教会の裏手にある墓地へと入っていった。

　夜も更けたこんな時間に墓地へ行く者など普通はいない。まさか墓荒らしでもするのかとヒヤヒヤして彼を追ったシュピカは、そこで驚くものを目にした。

　明かりもない真っ暗な墓地で、トロスト卿は隅にある墓の前で蹲るように跪いていた。そして嗚咽を押し殺しながら、掠れる声で繰り返している。「アメリア様……アメリア様……」と。

　シュピカは雷に打たれたような衝撃を受けた。

　彼が跪いている大きいがみすぼらしい墓碑は、引き取り手のいない亡骸が埋葬されている共同墓地だ。シュピカは自分の遺体が一族の墓ではなく、ここに埋められていることを初めて知った。

　亡くなってまで無情な扱いをされていたことに心が砕けそうなほどショックを受けたが、墓碑の前に手向けられた幾つもの花束が、それを食い止めた。

　身寄りもない、家族にも引き取ってもらえない哀れな者たちの墓だ。花を供えてくれる者など普通はいない。けれどシュピカにはその花束たちが誰によって手向けられたものなのかわかった。

「アメリア様、申し訳ございません……。あなたをお救いすることができず、俺は……俺は……っ」

　震える声で何度も懺悔し、時折恭しく墓碑を撫でては涙を零しているトロスト卿の姿を見て、シュピカは何もかもを理解した。

（トロスト卿……！）

　シュピカは木の陰に隠れ、こっそりと涙した。

　一族の墓にさえ入れてもらえなかったアメリアを、ただひとり悼んでくれる人がいた。

　その死を悲しむだけでなく、救えなかった自分を責め続け眠れぬ夜を過ごしていただろうことは、彼のやつれぶりから想像に易い。それどころかきっと彼は自分に失望し尽くしてしまったのだろう。先ほどの酒場での荒れようからは、その身も名誉もどうなってもいい自暴自棄ぶりが窺えた。

　アメリアが死んでからもう半年が過ぎている。百八十を超える長い長い夜を、彼はこうして人知れず泣き濡れて越えてきたのかと思うと、シュピカの胸が痛いほどに締めつけられた。

（こんなに私を思ってくれていた人がいたのね……）

　アメリアだった頃のトロスト卿の記憶が蘇る。

　剣を習っていた頃、アメリアはまだ十歳の子供だったにもかかわらず彼は敬意をもって誠実に教えてくれた。怪我をしないように慎重になりながらも、空の下で体を動かす楽しさを教えてくれた。決して大袈裟に褒めてくれることはなかったけれど、上達すれば必ず目を細めて「昨日よりお上手になりましたね」と努力を認めてくれた。

　アメリアの手の皮が擦り切れたときにはていねいに薬を塗ってくれて、次から練習用の剣の柄に柔らかい布を巻いてくれていた。練習が終わるといつも「汗でお体を冷やしませんように」と上着をかけてくれたのも、心からアメリアの体を気遣ってくれていたのだろう。

　十六歳で父に外聞が悪いから剣の稽古をやめるように言われたと伝えたとき、トロスト卿はどんな顔をしていただろうか。「わかりました」と冷静そうに答える前に一瞬瞳が悲し気に曇ったのは、気のせいではなかったのかもしれない。

　社交界デビューのとき、エスコートしてくれなかった父に代わって会場まで手を取ってくれたのはトロスト卿だった。皇太子の婚約者だったアメリアに誰もが「お美しい」と諂へつらいの称賛を口にする中、彼の告げた「お綺麗です」の言葉が皆とまるで違うものだったと、あのときは気づけなかった。

　十八歳でジャンヌが現れて屋敷仕えからの冷遇が激しくなっても、彼の護衛隊だけは任務を絶対に放棄しなかった。

　あの頃、いつの間にかなくなっていた靴や装飾品が時々もとに戻っていたことが数回あったが、あれはトロスト卿のおかげだったに違いない。

　過酷な生活で感情を失っていったアメリアは、誰かの真心にも気づけなくなっていた。今になってやっと、すぐそばにあった誠実で温かな眼差しを思い出せる。

　そしてシュピカは最後の記憶のふたを開ける。

　死刑を宣告され完全に麻痺してしまった心では何も感じられなかった。そして今日の今日まで死刑の記憶を二度と思い出したくないと封印してきた。

　けれど、死刑場に連れていかれるアメリアの耳に、確かに聞こえていた声があった。

『アメリア様は無罪だ！』

　彼女の死刑を望む観衆のざわめきの中で、遠くからそう叫んでいた声が。

　気がつけばシュピカはボロボロと涙を溢れさせていた。最後の最後までただひとり見守り、味方になり続けてくれていた存在に胸が感激と喜びで熱くなる。

　あまりにも泣きすぎたせいでうっかり鼻を啜ってしまったときだった。物音に気付いたトロスト卿が、勢いよく立ち上がって振り返った。

「誰だ！」

　帯刀していた剣を抜き、鋭い眼差しで辺りを見回している。どんなに生活が荒れても騎士として鍛えた勘は身についたままなのだろう、威圧的な雰囲気を纏ったままトロスト卿はシュピカの隠れている木に近づいてきた。

　このままでは見つかると思い、シュピカは自ら姿を現した。相手が予想外だったことに、トロスト卿は一瞬目を見開き、「お前は……？」と眉をひそめた。

「あの、その、あなたがあまりに酔っていたから行き倒れていないか心配で様子を見に……」

　その言葉を聞いてトロスト卿はようやくシュピカが先ほどの店の女中だと気がついたようだった。呆れたように息を吐き、剣を鞘に収める。

「……俺に構うな。ここは安全な場所ではない。さっさと帰れ」

　酔いが少し覚めたのか、煩わしそうな台詞の中にシュピカを気遣っている様子も僅かに窺える。騎士道精神を重んじる彼は、本来なら女性に不躾な態度を取るような男ではないのだ。

　トロスト卿は一刻も早くこの場から立ち去って欲しそうだったけれど、シュピカは足を動かさなかった。

（……明かしたい。私がアメリアだって。彼の真心に感謝を告げたい。そしてどうかこれ以上自分を責めないでって伝えたい）

　そんな思いが頭の中をグルグル巡る。しかしすべてを打ち明けたところで、なんの証拠もなければ彼が信じるわけがないとわかっていた。それどころか馬鹿にしているのかと激高させるのは目に見えている。

「……もしかして騎士様は、大切な方を失くされたのですか？」

　逡巡したあげく、シュピカはそう口火を切った。トロスト卿は微かに眉を上げ、口を真っすぐに引き結ぶ。答える気はないという拒絶の表情だ。

　彼にとっては誰にも触れられたくない深い思いなのだろう。会ったばかりの他人が土足で入り込んでいい領域ではない。

　けれどシュピカは当事者どころか、彼が跪いて泣いていた相手そのものだ。彼の心を掬い上げるのは自分しかいないと思う。

「その……ほ、本で読んだことがあるんです。あまり故人を思って悲しみに浸ってばかりいると、亡くなった人の魂が安らげないと。騎士様の気持ちはきっと届いています。これからは墓前で懺悔するのではなく、前向きに生きることを誓われてはどうでしょう。その方がきっと……亡くなった方も喜ばれます」

　なんとか正体を隠したまま気持ちを伝えたくて、言葉を一生懸命探す。するとトロスト卿は目を伏せしばらく黙ってから口を開いた。

「……見てたのか。どちらにしろ他人には関係ない。何も知らないくせに、放っておいてくれ」

　彼が無関係の者を突き放したがる気持ちはわかる。けれどいつまでも遺恨に囚われたままで、いいはずがない。

「確かに私は何も知りません。けど、もし私が騎士様の想い人だったなら、あなたを悲しませたことが気になってせっかく神の御許へ召されてもいつまでも安らげないでしょうね。それとも、騎士様に涙を流させているその方はメソメソしている男性がお好きなのかしら」

　少しきつい言い方になってしまったのは、彼にかつての気丈さを取り戻してほしいからだ。自分のせいで有能な彼に落ちぶれてほしくはない。

　トロスト卿はそれを聞いてハッとした。今の姿をアメリアに見られたらどう思われるか、気づいたのだろう。もちろん、最後まで誇り高さだけは失わなかった彼女が喜ぶはずがない。

「アメリア、様……」と呟いて、トロスト卿は手を強く握り込んだ。

　そしてもう一度墓碑に向かって深々と頭を下げると、踵を返し墓地から出ていった。一度だけ振り返り、シュピカに向かって「来い。店まで送ってやる」と声をかけて。






　それからトロスト卿が店に来ることはなくなった。

　けれどシュピカはどうしても彼のことが心配で仕事の合間に墓地へ行ってみると、三回に一回はそこで遭遇した。

「……またお前か」

　木陰からこっそり彼の様子を窺っているつもりだったがすぐに見つかってしまい、そのたびに嫌そうな顔をされてしまう。

　確かに墓場に来てまでただ覗き見しているのも不審な気がして、あるときからシュピカは花を用意し墓碑に手向けるようにした。すると、トロスト卿は顔を合わせても眉を顰めることはなくなった。

「どうしてそんなに俺に付き纏うんだ」

　そう声をかけられたのは、彼と再会してから一ヶ月が過ぎた頃の夕暮れだった。

「あなたのことが心配で……」

　それ以外にシュピカは答えようがない。

「赤の他人なのに、変わったやつだ」

　トロスト卿はそう言って呆れを含んだため息を吐いたが、微かに表情を緩めると「……あれから酒はやめた。だから心配する必要もない」と告げた。

　シュピカは「本当!?」とパッと顔を明るくさせる。そう言われてみると一ヶ月前より顔色もいいし、やつれていた印象もなくなった。それに服やブーツもちゃんと手入れがなされているみたいだ。

　嬉しくなってシュピカは微笑み、思わず彼の髪に手を伸ばした。

「それなら、あとは髪を切らなくちゃね。よかったら私が切ってあげる。こう見えて手先は器用なのよ。酒場の親父さんの髪を切ってあげたこともあるんだから」

　あまりにもおっせかいなシュピカに、トロスト卿は目を丸くして「結構だ」と一歩後ずさる。しかし。

「遠慮しないで。前みたいにカッコよくしてあげるわ」

　シュピカの言葉に、彼は不思議そうに眉根を寄せた。

「前みたいに？　お前、どこかで俺と会ったことがあるのか？」

　自分の迂闊な発言に気づき、シュピカは慌てて理由を繕った。

「ええと……み、見たことがあるの。あなたレンバッハ家の騎士よね。ずっと前に屋敷のお嬢様の馬車を護衛していた姿を見たわ。凛々しかったからよく覚えているの」

　それを聞いたトロスト卿の表情が変わる。どこか物憂げで、けれど懐かしさを感じているような眼差しだ。

「……そうか」

　彼はそれしか呟かなかったが、アメリアが生きていた日々を思い出しているのだろうとシュピカは感じた。

「ね！　切ってカッコよくした方がきっとあなたの想い人も喜ぶわ。そうしましょう、ほら、来て！」

　彼の心がまた悲しみと遺恨に浸らないように、シュピカはわざと明るい声を出すと強引に手を引いて墓地の外へ出た。そして無理やり酒場の裏まで引っ張っていく。

　酒場の二階は女将さんたちと従業員の部屋になっており、外階段が裏手についている。階段を降りた先は洗濯などに使う水場になっていて、シュピカはそこに椅子を用意するとトロスト卿を座らせた。

「服の中に切った髪が入らないよう、これをつけて」

　大きな布を首周りに巻くと、椅子から腰を浮かせていたトロスト卿もついに観念したようだった。「失敗するなよ」とあきらめたように、椅子へ座り直す。

　二階の窓からは従業員たちが、シュピカがトロスト卿の散髪をしているという珍しい場面を興味津々に眺めている。女将さんが「髪を切ってやるのかい？　これを使いな」と切れ味のいいはさみと剃刀を持ってきてくれた。

　シャンシャンシャンとはさみが小気味よい音を立てて、紺色の髪が少しずつ落ちていく。

　やがてふたりは、たわいないお喋りを始めた。

「後ろは少し短めにするわね。きっとその方が似合うから」

「あまり奇抜な髪型にしてくれるなよ。……まったく、お前みたいに物怖じしない娘は初めてだ」

「ふふ。したいことは全部するって決めているの。人生を後悔しないためにね」

「自由奔放だな。……幸せなことだ。この世には、したいことを何ひとつさせてもらえないまま人生を終えてしまう人もいる。……もしあの人が自由を手に入れたら、何を望んだのだろう」

　最後の方は消え入りそうな声で呟かれたが、シュピカの耳には届いた。

　どんなときもアメリアへの想いと遺憾で心を埋めてしまう彼が切ない。「アメリアは今ここで幸せに生きているのよ」と教えられたらどんなにいいだろうかと思う。

「……その方はきっと天国で幸せに暮らしているわ。騎士様が毎日花を手向け祈りを捧げてくれているのだもの。今頃自由を謳歌してるに決まってる」

　シュピカはサラサラとした彼の髪を櫛で梳きながら話した。トロスト卿は「そうだといいな」と小さく答えて、そのまま口を噤む。

　彼の瞳は相変わらず悲しみを纏った恋しさを浮かべていたが、その口もとは微かに穏やかな弧を描いていた。

















追憶　～ヴィルマー・フォン・トロスト～












　まるで強風吹きすさぶ荒野に咲く一輪の白百合だと、年若い騎士は思った。






　子爵家の次男として生まれたヴィルマー・フォン・トロストは幼い頃から正義感が強く、騎士になることが夢だった。そして十八歳になり彼が仕えたのは、この国の貴族の頂点に立つレンバッハ侯爵家であった。

　昔から陰日向となって王室を支え続けてきたレンバッハ家の功績は国内でも有名で、ヴィルマーはそんな偉大な主人を護れることを心から誇りに思っていた。

　しかし噂とは違い目の当たりにした現実はひどく醜い。

　ヴィルマーが仕えてすぐ目にしたものは、侯爵家当主コンラートと屋敷仕えらによる実娘への冷遇だ。

　まだたった十歳の少女は起きてから夜遅くまで将来皇太子妃になるべく厳しいレッスンを課せられており、ひとときも休むことを許されない。同世代の子と遊ぶどころか、好きな本を読んだり庭でくつろいだりする時間さえ与えられないのだ。

　それほどまでに努力している彼女を褒めて甘やかしてくれる大人もこの屋敷にはおらず、少女の顔は一日ごとに表情を失っていった。

　父親に嫌われている彼女は食事もひとりきりで取り、家族の団らんも知らない。

　背筋が冷たくなるほどの孤独。

　そんな少女をヴィルマーは哀れに思い同情したが、その認識はすぐに変わった。

　どれほど冷遇され笑顔を忘れていっても、アメリアは俯くことだけはしなかった。青い瞳は凛と前を向き続け、自分が背負っている運命を享受し誇りにさえ思っている。

　彼女の気高さに気づいたとき、ヴィルマーの中で哀れみは尊敬に変わり、同情は彼女を護りたい忠誠心へと変わっていった。

　アメリアに剣を教えたいと申し出たのは、ずっと屋敷に籠りっぱなしの彼女の健康が気になったのもあるが、もっと彼女を知りたいという願望があったことは否めない。

　そしてその申し出が間違っていなかったと、ヴィルマーは思う。

　自由な時間を持てなかったアメリアは、初めて空の下で汗を流す楽しみを知った。剣の訓練のたびに彼女の表情が精気を取り戻していくのを見て、ヴィルマーは喜びを覚えた。

　真面目なアメリアは声をあげて笑ったりはしゃぐことはないけれど、訓練を終えるときに頑張りを認めてあげると、頬を染め目を細めた。ささやかな笑顔はヴィルマーの喜びになり、そして年月を重ねるごとにいつしかときめきへと変わっていった。

　少女から大人へと成長していくアメリアは息を呑むほど美しく、ヴィルマーはますますアメリアに心惹かれていく。

（誰よりも気高くお美しい私のお嬢様）

　真面目なヴィルマーは心の奥で静かに恋の炎を燃やしながら、ひたすらに騎士としてアメリアに恭しく仕えた。彼女が将来皇太子と結婚することはわかっている。成就など望む恋ではない。ただ敬愛する彼女の進む道の茨を薙ぎ払い、少しでも楽にしてやれるのなら本望だった。

　けれど忠実な騎士はその剣で薙ぎ払えない棘があることを知る。

　ヴィルマーが二十六歳、アメリアが十八歳のときだった。まるで世界が反転するような出来事が訪れたのは。

　ジャンヌという出自もわからぬ少女が現れ、瞬く間にアメリアの何もかもを奪っていった。愛する人が一日一日と追い詰められていっても、ただの騎士であるヴィルマーにこの状況を変えることなどできるはずもない。精々仲間や部下にアメリアへの敬意を失わぬよう注意するのが関の山だ。

　ヴィルマーは苦悩した。嫌な予感がする。このままでは噂通りに皇太子の婚約者の座までもアメリアはジャンヌに奪われかねない。国家的な婚約をたやすく変更などできるはずがなく、そこに大きな犠牲が生まれるのではないかという不安がよぎるようになった。

（どうすればアメリア様を護れる？　どうすれば……）

　夜も眠れないほど思い悩み、何度も駆け落ちという言葉が頭を掠めた。アメリアを強引にさらい、どこか知らない国まで逃げてしまおうかと。

　けれどそれは彼女に対する裏切りでもある。そんなことをしたらアメリアが婚約破棄されると噂する屋敷仕えたちと同じだ。アメリアは陰で何を言われようと気高く前を向き続けている。長年努力してきた自分が誰より皇太子妃、ひいては次期皇后に相応しいと信じ続けている。彼女の意に背く真似も、騎士として背任を犯すわけにもいかない。

　しかし崇高な彼女の意志も騎士の一途な誠実さも、残酷な運命の前では無力だった。

　アメリアの処刑が言い渡されてから執行されるまで、ヴィルマーは狂ったように彼女の無実を訴え続けた。コンラートに、王室に、民衆に。ときには宮殿の前で頭を地面にこすりつけ、彼女の解放を請願した。






　孤高の白百合は手折られた。

　吹きすさぶ強風にも打ちつける雨にも負けなかった白百合は、その美しさに気づけぬ者に乱暴に毟られ捨てられ――騎士はただ哀れな花の前で落涙するしかなかった。

















第三章　奇跡の朝












　それから時々、シュピカはトロスト卿と会うようになった。

　とはいっても教会で待ち伏せをして強引に彼を食事や散歩に連れ出すといった、シュピカの一方的な誘いだったのだけれど。

　それでもトロスト卿は「強引なやつだ」と呆れつつも断りはしなかった。そのうち慣れてくると、「どうせ散歩に行くなら丘の方に行こう。ヒースの花が見ごろだ」とか「髪を切ってもらった礼をまだしていなかったな。今日は俺がご馳走する」などと、シュピカとの時間を楽しんでいる様子が見られるようになってきた。

　シュピカはトロスト卿と過ごすうちに、彼の意外な面を知るようになっていった。

　堅物だと思っていたが案外流行に精通していて色々な店を知っていること。花を愛でる可愛らしい一面があること。シュピカが冗談を言うと呆れた顔で笑うのが常だが、時々は冗談を返してくれる茶目っ気もある。

（トロスト卿といるのがこんなに楽しいなんて）

　もっと早く、アメリアだった頃から彼のこんな魅力を知りたかったという後悔もあるが、遅いとは思わない。シュピカとしての人生はまだ始まったばかりだ、時間はたくさんある。これからもっと彼を知っていけばいい。

　トロスト卿もいつからかシュピカといるときは和やかな表情を浮かべることが多くなった。

　しかし、シュピカと違い彼の心は吹っ切れていない。

　トロスト卿はレンバッハ家の騎士を続けているが、そのことについては一切触れなかった。まるで自分の仕事が忌まわしく、誰にも知られたくないかのように。

　そして彼は、アメリアに想いを馳せることをやめられなかった。彼女の思い出に触れるたび、心が悲しみと会いたさに彷徨ってしまう。そのたびにシュピカの胸は切なく痛んだ。

　そんな、冬のある日のこと。

　朝からどんよりと雲が広がる雨空に、教会の重々しい鐘の音が響き渡った。

　いつまでも鳴りやまない鐘と宮殿に掲げられた半旗は、皇帝陛下の崩御を国民に報せていた。

　シュピカは悲しんだ。ミヒャエル皇帝は数少ないアメリアの理解者だった。彼が健勝で宮廷での実権を握っていた頃はまだアメリアの人生はマシだったと思う。彼女の人生が転がり落ちたのは、ミヒャエルが力を失くしマルクス皇太子が好き勝手に権力を振りかざした頃と一致している。

　以前からミヒャエルが病で床に伏していたことは知っていたが、とうとう天に召されたことに、シュピカは教会でひとり深い追悼の祈りを捧げた。

（ミヒャエル皇帝陛下……。公正で、私にも愛情をかけてくださった慈悲深いお方。どうか神様の御許で安らかにお眠りください）

　皇帝陛下の葬儀、ならびにマルクス新皇帝の即位と、宮殿だけでなく国全体が騒がしい日々が続いた。

　レンバッハ家は王室の筆頭臣下だ、護衛騎士であるトロスト卿も忙しいのだろう。しばらくシュピカの前に姿を現さなかった。

　そうして淋しさを感じながら日々を送ること一ヶ月。久しぶりにシュピカの前に顔を見せたトロスト卿は、随分と疲弊している様子だった。

「忙しかったの？　顔色があまりよくないわ」

　彼を元気づけようと散歩に連れ出したシュピカは、市場で賑わう大通りを歩きながら尋ねた。

「……それもある。前皇帝陛下の葬儀、マルクス新皇帝陛下の即位儀式。それに……半年後にはマルクス皇帝陛下とレンバッハ侯爵令嬢の結婚式も決まった。それがすむまではあまり街へも来られない」

　マルクスとジャンヌの結婚式が決まったと聞いて、シュピカは密かに息を呑んだ。未練などこれっぽっちもないが、アメリアが人生をかけて目指した座にジャンヌが易々と就くのは、やはり曇った気分になる。

「……ミヒャエル陛下の喪が明けないうちに結婚式だなんて」

　アメリアを認めていたミヒャエル前皇帝は、マルクスとジャンヌの結婚にあまり肯定的ではないと風の噂で聞いた。病に伏し宮廷での権力が衰えていたとはいえ、皇帝の意に背く結婚は難航していたのだろう。だからといって父が亡くなった途端、これ幸いとばかりに結婚を推し進めるマルクスの神経を疑う。

「新皇帝としての基盤を固め、一刻も早く世継ぎをもうけ、国民の支持を得るため、だそうだ。……王室の真意などわからないがな。わかりたくもない」

　忌々し気にトロスト卿は言った。アメリアを想う彼にとって、マルクスとジャンヌは仇のようなものだ。とても祝福する気になどなれないに決まっている。

　トロスト卿はシュピカに合わせて歩いていた足を止めると、俯いて大きく息を吐いた。憂いに満ちた彼の様子に、シュピカは「ちょっと待ってて」と言って屋台で飲み物をふたつ買ってくると、広場にあるベンチに連れていってふたりで腰を下ろした。

「……俺も結婚を勧められた」

　座って飲み物に口をつける間もなく、トロスト卿は吐き捨てるようにそう言った。シュピカは目を丸くし、言葉もないまま彼の横顔を見つめ続ける。

「レンバッハ侯爵のコンラート様が……俺をジャンヌ様の護衛騎士にして宮廷にあがらせたいと。だが独身では体裁が悪いから早く結婚するようにと命じてきた。……この俺に、妻を娶れと……！」

　彼の手は怒りで震えている。

　本来ならば皇后の護衛騎士として宮廷に上がれるなど大出世だ。推薦してくれた主人に感謝しかない。

　しかしアメリアを今でも想い続けているトロスト卿にとって、それは屈辱以外の何ものでもなかった。敬愛する彼女を処刑台へ追いやり、あまつさえその想いすら捨てろと命じているようなものなのだから。

　トロスト卿の目は怒りで血走っている。もし彼に理性というものがなかったら、きっととっくにコンラートを殺していたに違いない。

　殺意を抱くほどに憎んでいるレンバッハ家に彼が仕え続けている理由は、この国の法律でそう定められているからだ。王室のみならず貴族に仕える騎士は、一度忠誠を誓ったら生涯それを放棄できない。その一族の騎士として人生を全うするのみだ。破れば罪人となり終身刑、悪くすれば極刑が科されるし、もちろん親や家族にも影響が及ぶ。務めから解放されるのは騎士が病気か怪我で任務を遂行できなくなったときか、仕えた一族が没落して爵位を失くしたときのみだ。

　騎士になったときにはトロスト卿も偉大な貴族へ仕える喜びを胸にしていただろう。けれど今となっては輝かしいはずのその職務は拷問だ。彼はレンバッハ家の騎士であることを恥じ、憎んでさえいる。

　シュピカはそんな彼の胸中を察して眉尻を下げた。怒りを宥めてあげたい、慰めたいと思うのに、言葉が出てこない。トロスト卿の心を追い詰めるようなコンラートのやり方に激しく憤る気持ちもあるが、彼が結婚をするかもしれないという事実がショックだった。

（……私……傷ついている？　トロスト卿が誰かの夫になることを嫌だと思ってる……）

　胸がギュッと痛くなるのを感じて、シュピカは自覚した。自分はいつの間にかトロスト卿に特別な感情を抱いていたのだと。

　そう思うと切なさが込み上げてきて、ますます言葉を紡げなくなってしまった。口を開けば「結婚しないで」と身勝手な気持ちが零れ出てしまいそうで。

　ふたりの間にしばらく沈黙が流れた。まもなく夕方を迎える広場は、買い物から帰路に急ぐ人たちで賑わっている。そんな活気あふれる人々の声も、シュピカとトロスト卿の間には虚しく通り抜けていくだけだった。

　シュピカが黙り込んでしまったからか、トロスト卿が少しよそよそし気に「すまない」と口を開いた。

「お前にこんな愚痴のような話を聞かせるべきではなかった。男らしくなかった、忘れてくれ」

　そう言ってベンチから立ち上がろうとしたトロスト卿の外套の裾を、シュピカは咄嗟に掴んだ。

「待って……！　あの……」

　呼び止めたものの、シュピカはまだ混乱している。自分が彼に何を伝えるべきかわかっていない。

（ああ。アメリアの人生も父に奪われ、今度はトロスト卿の人生まで滅茶苦茶にされるの？　彼を護りたい。彼をレンバッハ家から解放してあげて、そしてこの気持ちを伝えたい……！）

　溢れる想いから出た言葉は、「トロスト卿。私とこの国を出ましょう」という突飛とも思えるものだった。

　トロスト卿は琥珀色の瞳に夕日が映り込むほど目をまん丸く見開いている。あまりにも驚きを露わにしている彼を見て、シュピカは頬が熱くなっていった。

「私、世界中を旅するのが夢なの。トロスト卿も一緒に行きましょう。もうこれ以上レンバッハ家に、この国に囚われないで。自分の意志で自由に生きましょう……私と一緒に」

　それはもう胸の内を告げているのも同然だった。シュピカは恥ずかしさと緊張で心臓がどんどん鼓動を速めていくのを感じる。

　トロスト卿はしばらく呆然としていたが、真剣な顔をすると服を掴んでいたシュピカの手を優しくほどいて立ち上がった。

「俺を気遣ってくれているのか、ありがとう。その気持ちに感謝する。だが問題はそんな簡単ではない。……それに俺はこの地を離れるつもりはない。あの方が眠るこの地を」

　アメリアを想う一途な彼の気持ちが、今はもどかしい。シュピカは今度は彼の手を掴むと、首を横に振りながら言った。

「わかってる、騎士が死ぬまで離任できないことも。けどきっと手立てはあるわ。それにアメリアだって、あなたがこの地に縛られて自分の人生をあきらめることを望んでいない」

　発してしまってから、シュピカはハッとして自分の口もとを手で押さえた。しかし口から出してしまった言葉は、もう取り消せない。さっきまで真剣だけれど穏やかだった彼の表情が一変した。

「……今、なんと言った？」

　その口調には強い怒りが滲んでいる。

　彼は自分の想い人がアメリアであることを一度も言っていない。その名は彼の胸にだけ深く秘めた大切なものだ。それをシュピカは暴いたあげく平民でありながら彼女の名を呼び捨て、しかも勝手に気持ちを代弁したのだ。トロスト卿にとっては聖域を踏み荒らされたにも等しい。

　彼が怒るのはもっともだと思う。けれどその一方でシュピカは歯がゆくて仕方ない。アメリア本人がこうしてトロスト卿の幸せを願っているのに、彼は勝手な思い込みでこの地に縛られている。どうしようもないすれ違いがもどかしかった。

「あなたがアメリアを……アメリア様を大切に思っていることはわかってる。でも、いつまでも過去に囚われていては駄目よ。言ったでしょう、あなたが悲しんでいたりしたら彼女は安らかに眠れないって」

「黙れ！　これ以上あの方のことを勝手に語ったらタダじゃおかないぞ！」

　腕を振りほどかれ強い口調で咎められ、シュピカはビクリと肩を跳ねさせた。しかし彼女はアメリアの頃から芯の強い性格だ。これくらいのことで竦んだりしない。

「頑固ね。あなたは昔からそうだわ。真面目だけれど融通が利かない。忠実な騎士としての長所でもあるけれど、自分の人生にまで意固地になって幸せをあきらめるのは間違ってる」

「なんだと？　知ったふうな口を……」

「ええ、知ってるわ。あなたがどれほどアメリアに忠誠を誓っていたのか。けどもうアメリアはいないのよ。人生を犠牲にしてまで悼んだところで意味なんかない。それとも現状を変えようとしない意気地のなさをアメリアのせいにする気？　そんなのごめんだわ」

「うるさい！　貴様に何がわかる！」

「わかるわ、だって私がアメリアだもの！　姿かたちは変わっても、正真正銘アメリアの魂だもの！」

　気持ちが昂ったシュピカはこれ以上真実を黙っておくことができなかった。トロスト卿は一瞬驚きに固まったあと、怒りの形相で手を振りかぶる。

　殴られるかと思い身を竦めたが、彼の手は憤怒を抑えるかのように握りしめられ震えながらそっと下ろされた。代わりに、今までに見たことがないような暗い目でシュピカを睨み背を向ける。

「……二度と俺の前に姿を現すな。もしこれ以上俺に関わるというのなら、そのときは斬り捨てられる覚悟をしろ」

　トロスト卿は脅すように剣の柄に手をかけながら、去っていってしまった。

　寒風の吹きすさぶ中、残されたシュピカは足に力を籠めて立ったまま、強くその背を見つめ続ける。

（正体を明かしてしまった。もう後には引けないわ）

　シュピカとして過去を忘れ、もう二度とレンバッハ家に関わるつもりはなかった。時が来たらこの街を出て、世界を旅するつもりだった。

　しかし、その前にやるべきことがある。そう決意してシュピカはこぶしを握りしめた。

（トロスト卿は私が護る。レンバッハ家からも、自責の念からも、あなたを解放してみせる。必ず）






　翌日。

　まだ日も明けきらぬ早朝に、シュピカはレンバッハ家の屋敷の前までやって来た。

　広い庭を有する白い外壁の三階建ての館。二十年間生まれ育った建物も、今では見るだけで嫌悪感が湧く。いや、思い返してみればこの屋敷に安らぎを感じたことなど一度もなかったかもしれない。

　シュピカは自嘲気味に口角を歪ませると、壁を伝ってそおっと裏口へと回った。愛着などないがこの屋敷のことは知り尽くしている。どの時間にどの場所の警備が手薄になるか、騎士の宿舎はどこか、そして早朝に宿舎の訓練場でただひとり剣の訓練をしているのが誰なのかも。

　吐く息が白くなるほど冷え込んだ空気の中、ラフなシャツを着て袖を捲り訓練用の剣を振っていたトロスト卿は、後方の植え込みがガサッと音を立てたのを聞いて振り返った。

「……！　お前！　なぜここに!?」

　シュピカの姿を見つけ目を剥くトロスト卿を、「シーッ」と人差し指を立てて窘めた。

「出ていけ！　ここはお前が足を踏み入れていい場所じゃない！」

　声を潜めながらも、トロスト卿は威圧的に言い放って近づいてくる。しかしシュピカは怯むことなく、唇に薄く弧を描いてみせた。

「相変わらず早朝の訓練を続けているのね。ここに来たときからだからもう十年以上かしら。あと四十分したらあなたを見習って朝の訓練を真似た他の騎士も来るわね。バーデン卿にユンカー卿、それからケラー卿だったかしら？」

「……どうしてそれを……？」

　トロスト卿の表情が強張る。まるで信じられないものを前にしたような顔だ。

「この時間は三番隊の騎士が警備担当ね。彼らはあまり職務に忠実ではないわ、私がこうして簡単に侵入できてしまうくらいにね。昔からそうだった、三番隊は騎士団の中で最初に私に挨拶をしなくなった。ジャンヌには随分媚びていたけれど」

　言葉を紡げば紡ぐほど、トロスト卿の顔色が変わっていく。もはや彼は何かを問うこともできない。

　シュピカは訓練場の端にある棚から、訓練用の木刀を一本持ってきた。そして羽織っていたショールを地面に置くと木刀を構え、トロスト卿の前に対峙する。

「剣を握るのは四……五年ぶりだわ。あなたには脇を締め顎を引くよういつも言われてたっけ。どう？　久しぶりに手合わせしていただけないかしら」

　彼は呆然としたまま剣を構えなかったけれど、シュピカはためらわず踏み込む。しかし構えていなくてもトロスト卿ほどの騎士ならば、シュピカの細腕の一撃などたやすく身をかわした。

　続けて打ち込んでいくと、ようやくトロスト卿がそれを剣で受けとめた。そしてシュピカの打ち込みのタイミングに合わせて、ちょうどよい力加減でそれを跳ね返してくれる。

　数年ぶりだというのに、ふたりの息はピタリと合っていた。シュピカの体は少女だった頃の動きをどんどん思い出していく。

　最後に大きく打ち込んで跳ね返されたあと、シュピカは剣を下ろした。額の汗を拭いながら、晴れ晴れと彼に笑いかける。

「あなたに習った動き、まだ忘れていなかったみたい。楽しかったわ。久しぶりに空の下で体を動かす気持ちよさを思い出した」

　昇りかけた朝日に煌めくシュピカの前で、トロスト卿がガクリと膝をつく。震える彼の手からは剣が落ち、琥珀の瞳は喜びとも悲しみともつかない涙を浮かべていた。

「……嘘だ……」

　呻くように呟いたその声に、シュピカは彼の前にしゃがみ込んで答えた。

「嘘じゃないわ。神様がアメリアを哀れんで奇跡をくださったの。ごめんなさい、なかなか言い出せなくて」

「アメリア様……なのですか……？」

　縋るような眼差しで投げかけられた問いにシュピカが静かに頷くと、トロスト卿はその場に蹲って慟哭した。

　雄叫びのような泣き声の合間に、「申し訳ございません！　あなたを救えず申し訳ございません！」と何度も詫びながら額を地面に擦りつける。その姿を見てシュピカは胸が潰れそうになりながら彼の頭を上げさせ、そのまま胸に抱きしめた。

「謝らないで。あなたにはなんの罪もない。あなただけがこの屋敷で私に忠実でいてくれた。あなただけが私の味方だった。感謝しているの。ありがとう、トロスト卿。ありがとう」

　いつの間にかシュピカの目からも涙が零れ落ちていた。トロスト卿はためらいながらもシュピカの背に手を回し、その体を大切に抱きしめる。

「……あなたを、愛していました。心から……」

　彼が魂から絞り出すように告げた言の葉は、シュピカの胸を切なさと喜びで満たす。

「トロスト卿。あなたに会えてよかった。つらく哀れだったアメリアの人生で、あなたに会えたことだけが幸福よ。ありがとう、愛を教えてくれて」

　そして彼の顔を掬い上げるように頬を手で包み、そっと唇を重ねた。

　涙の味がするキスは、愛でもあり魂の救済でもあった。

「私も、愛してる」

　告げたシュピカをトロスト卿は強く抱きしめ、思いの丈を籠めた口づけを返す。

　訓練場に朝の眩しい光が差し込む。

　新しい一日の始まりを告げる白い光は、奇跡によって結ばれたふたりを照らし、温かく包み込んだ。
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第四章　祝福された人生












　レンバッハ邸には広大な敷地の一角に小ぢんまりとした建物がある。そこは神に祈りを捧げるための礼拝堂で、アメリアだった頃は毎日ここに通っていた。そしてシュピカとして神から新たな人生を授かった場所でもある。

　しかしコンラートにまったく神を崇める心がなかったこともあり、レンバッハ邸の者はほとんど礼拝に訪れることがなく、アメリアが通わなくなってからはすっかり廃れてしまっていた。

「ここに来るのは久しぶりだわ。私はここで神様に新しい体を授かったの。奇跡の起きた場所よ。でも……今は埃だらけね。お掃除に通いたいくらいだわ」

　小さな礼拝堂には神の姿を模ったレリーフと木の祭壇、それに布を張った質素な長椅子しかない。シュピカが長椅子の埃を手で払おうとすると、トロスト卿が素早く自分の上着を椅子に敷いてそこへ座らせた。

「これからは俺がここを掃除します」

「ありがとう。お願いね」

　シュピカになってからはさすがにここに通うわけにはいかず、街の教会に礼拝に行っている。けれどやはり神様の奇跡を授かった場所は大切にしたい。

「それから……これからは俺も毎日礼拝に通おうと思います」

　トロスト卿は反省したように言った。彼も昔は週末だけ礼拝に通っていたが、アメリアが死んでからは何も信じられなくなり祈りを捧げることもなくなってしまっていた。

「あなたに奇跡を授けてくださった神に、毎日感謝の祈りを捧げます」

　朝日に照らされたレリーフを仰ぎながら、トロスト卿は琥珀色の瞳を希望と幸福に煌めかせている。そしてゆっくりとシュピカを振り返ると、腰を屈めて口づけをした。

「アメリア様……いえ、シュピカ様。愛しています。もう二度とあなたを失わない」

　それは、失った痛みを知った者の心からの誓いだった。シュピカは彼の誓いを受けとめるように腕を伸ばしその背を抱き寄せる。ふたりの体は自然と長椅子の上で折り重なった。

　主従の鎖に縛られていた頃と違って、今のふたりの愛を阻むものは何もない。どちらともなく唇を重ね合い、抑えきれない情熱のままに口腔をねぶり合った。

「ん……っ、あ、ぁ……」

　シュピカは愛する人と抱き合い口づける幸せを初めて知った。心が隅々まで温かく満たされていく。

　彼を愛しく思う気持ちが溢れ返り、その頬を撫でながら名を呼んだ。

「……愛してる、ヴィルマー」

　姓ではなく名を呼ばれたことに彼は一瞬目を大きくし、ゴクリと唾を呑み込んだ。

　ヴィルマーは情熱に後押しされるように激しくシュピカに口づけ、頬や耳や首筋にもキスを落としていった。鎖骨近くの肌を吸われ、シュピカの白い肌に赤い小さな痕がつく。

「あなたに……ずっと触れたかった。肌にも髪にも触れて口づけたいと、何度も夢見た」

　自分のつけた痕を指でなぞりながら、ヴィルマーは独り言のように呟く。そしてシュピカの髪をひと房手に取り口づけて、さらに片手を取って甲にも口づけた。

　そのひとつひとつの動作に積年の想いを感じてシュピカは胸が締めつけられるが、彼の手がためらいがちに宙で止まったのを見て少しはにかんだ。

「触れて、ヴィルマー。私もあなたに触れられたい……すべて」

　シュピカの許しを得て、ヴィルマーは空中で彷徨っていた手を彼女のボディスの紐にかけた。結び目をほどき編み上げになっている紐をほどいていくと、ようやくシフト越しに胸の膨らみが見えた。

　シュピカの健康的な体は豊かな双丘を持ち、触れてきた彼の長い指を柔らかく沈みこませる。

「ん……」

　初めて異性に胸をさわられる気恥ずかしさからシュピカがわずかに身を捩れば、ヴィルマーは何かに耐えるようにキュッと唇を噛みしめ、息を吐いてからシフトのボタンに手をかけた。ボタンを外せば広く開いている胸もとから、双丘はたやすくまろび出る。

　先端が薄い桃色に染まった胸は淡雪のように白く、若々しい張りと女性らしい曲線を持っていた。

　朝の光に晒されたそれを、ヴィルマーは瞳に情熱の色を濃くして見つめる。

「……やはりあなたは綺麗だ。この世界で誰よりも美しい」

　あまりに見つめられて面ばゆくなったシュピカが両手で顔を隠そうとしたとき、ヴィルマーが胸に口づけてきた。

「あっ」

　恭しい口づけのように軽く触れただけだったそれは、同じ動きを繰り返し、やがて唇で先端を覆った。温かくぬめった感触に胸の実を包まれ、不思議な感覚がシュピカを襲う。清廉なシュピカは今もアメリアのときも自分の体で性的快感を得たことがない。初めて知る甘い刺激は、心まで痺れるような衝撃だった。

　ヴィルマーは胸の先端を唇で挟んだまま乳頭を舌でくすぐるように舐めた。やがて強弱をつけ吸ってみたり、乳頭を舌で転がしてみたりする。

「ぁ、は……ぁ、んっ」

　シュピカの乱れた呼吸の合間に、甘ったるい声が勝手に混じった。彼に胸を愛撫されているだけなのに、体中がどんどん熱くなっていく。背から腰の辺りが疼くように痺れる気がした。

　口を離したシュピカの胸は、唾液に濡れた乳頭が硬く勃ち上がっていてこの上なく淫らだ。ヴィルマーはそれを今度は指でつまみながら、もう片方の胸も愛撫する。

「あぁ……っ」

　両方の乳頭を攻められ、さらに甘ったるい声が漏れる。快感に不慣れなシュピカは身を捩って、体の奥に湧き上がる疼きに耐えるしかなかった。

「そんなふうに啼くのか、あなたは。……愛らしい」

　口を離したヴィルマーが熱っぽい眼差しで呟く。そして頬を撫でながら軽く口づけを落とすと、「愛おしい」と囁いて目を細めた。

「……恥ずかしい」

　自分の顔が赤く染まっているのを感じ、シュピカは手で隠そうとする。顔は熱いし、目も涙目だ。きっと泣き顔のようでみっともない。けれどその手はヴィルマーにそっと押さえられてしまった。

「隠さないで。あなたのすべてが見たい」

　低いけれど柔らかな吐息のようなその声は、シュピカの心も体もとろけさせる。

　顔を隠すことをやめたシュピカに、ヴィルマーはチュ、チュとキスを落とすと、手のひらでゆっくり体を撫でながらスカートの裾を捲り上げていった。彼の両手がドロワーズにかかり、下肢が露になっていく。熱くなった体がヒヤリとした外気に触れて、ゾクリと肌が粟立った。

　男らしい大きくて武骨な手が、絹のように滑らかな脚を撫でていく。ふくらはぎから腿へ、付け根へ、そしてその奥にある淡い茂みに指が触れたとき、シュピカは熱い息を吐いた。

　彼が自分の秘めた場所を見ているのがわかって、心臓が爆発しそうに高鳴る。

　シュピカが緊張していることに気づいたのか、彼の手が宥めるように優しく太腿を撫でた。手で撫で、さらにヴィルマーは腿に口づける。先ほど鎖骨にしたように吸いついて、赤い痕を幾つか残した。

　腿を愛でられたせいでシュピカの体が熱くなった頃、ヴィルマーは閉じられていた腿をゆっくり開いた。ついに彼の双眸に何もかもを晒してしまった羞恥で、シュピカはギュッと目を閉じる。

　純潔のシュピカのそこは、無垢そのものだ。ふっくらとした柔肉の割れ目は閉じられ、指で開くと淡い宍色の慎ましい花弁が見えた。

　清楚なシュピカの秘められた場所が、己の与えた快楽によって熱を持ち露を零していることに気づいて、ヴィルマーはハァっと熱い息を吐いた。そして飢えた獣のように、その場所へむしゃぶりつく。

「きゃ、やぁあっ！」

　驚いてシュピカは腿を閉じそうになったが、彼は脚の間にしっかり体を割り込ませていたので無理だった。

　舌が秘裂を割り開き、唇で花弁を食まれる。自分でもよく知らない場所をヴィルマーに奥まで舐められていることに、シュピカは頭を混乱させた。

「や……駄目、そんなところ舐めたら……あぁっ」

　けれど制止はヴィルマーには届かない。彼は夢中で舌を動かし、シュピカが上擦った声をあげた場所を繰り返し舐めた。

「あっ！　や、そこ……っ、あっ」

　シュピカは快楽というものを初めて知った。全身が小さな泡になってフワフワと踊っているみたいだ。くすぐったさにも似た気持ちよさが体中に広がって、特に下腹部が溶けそうになる。もどかしい快感と鮮烈な快感が交互に襲ってきて、疼く下腹の奥から熱い蜜が溢れていくのを感じた。

　愉悦の波に翻弄され、シュピカはうっとりと瞳を潤ませ肌を桜色に火照らせる。

　脚の間から顔を上げたヴィルマーも息を荒げ、情欲に酔った瞳をしていた。

　彼は邪魔だと言わんばかりに自分のシャツを脱ぎ捨てると、脚衣の前を寛がせて屹立した雄茎を露にした。そしてシュピカに覆い被さり、小さな手に大きな手を重ねる。

「愛しています。もう二度と離さない。俺の人生をすべて捧げる代わりに、あなたを俺のものにします」

　真摯な宣言は口づけと共に与えられ、シュピカは目を閉じてそれを受け入れた。感激で瞼の裏が熱くなってくる。

　ふたりはキスの合間に「愛してる」を繰り返し、ゆっくりと体を繋げた。破瓜の痛みは、彼のぬくもりと口づけが和らげてくれた。

　愛する人と心も体も結ばれる悦びに、シュピカは涙がこらえられない。もしかしたら愛の喜びを教えるために、神様は再び命を授けたのではないかとさえ思えた。

「あぁ……っ、あぁっ」

　ヴィルマーが腰の動きを速めていくたび、シュピカの中に新たな快感が芽生える。うぶな孔は窮屈に彼の雄を締めつけながらも、潤沢な蜜に濡れていった。

　ふたりきりの礼拝堂に、シュピカの上擦った嬌声と肌のぶつかる音が響いている。ヴィルマーが動くたびに、彼の紺色の髪が揺れ汗の玉が輪郭を滑り落ちていき、シュピカは快感に溺れながらそれを見つめていた。

「――シュピカ、様……ッ」

　最後にヴィルマーは繋いだ手を固く握りしめて、口づけしながら精を放った。

　彼の情熱を体の奥で感じ、シュピカは多幸感に「ああ……」と喘ぐ。

　閉じた瞼の裏で、朝日の煌めきを眩しく感じた。眩しくて、温かくて、幸せで、まるで夢みたいだ。

　息を乱しながら抱きしめてくるヴィルマーの体を強く抱きしめ返し、シュピカはこれが夢ではないことを確かめる。そして瞼を開いたときに愛する人の優しい笑顔がそこにあったことに安堵して、シュピカは幸福の涙を零しながら彼の体を強く強く抱きしめた。

　――なんて素晴らしい人生かしら。と、運命に感謝しながら。

















第五章　戦う者のうた












　グランエルン帝国宮殿。

　半年後に皇帝の結婚式を控えた宮廷は、準備のため大臣から下働きまで連日慌ただしく駆け回っていた。――しかし。

「なぜです、マルクス陛下！　どうしてバーナー卿を宮廷顧問官から罷免されたのです!?」

　侍従長や皇帝副官らの困惑した声が会議場に響く。テーブルについていたマルクスは隣の席で泣きそうな顔をしているジャンヌを見てから、臣下らに向かって言い放った。

「バーナー卿がジャンヌを侮辱したからだ！　あいつめ、先代皇帝の信任を受けていたからといって調子に乗りおって、ジャンヌとの結婚をもう一度考え直せなどとほざいたのだ。主君の結婚を祝えぬ者などこの宮廷には、いや、この国にはいらん！　お前らもよく心得ておくんだな、ジャンヌを否定することはこの俺をも否定することと同じだと」

　憤慨するマルクスに、臣下たちは口を噤まざるを得なかった。突然宮廷の重鎮であるバーナー伯爵を失い、ただでさえ結婚準備で忙しい宮廷は混乱している。なんとかしてほしいと訴えたいが、苛立っているマルクスに意見をする度胸はなかった。すると。

「ねえ、マルクス様。新しい宮廷顧問官にオンデルカ子爵を就けるのはどうかしら？　彼はとても愉快な人だわ。彼が臣下になればきっとこの宮殿がもっと明るく楽しい雰囲気になると思うの」

　ジャンヌがいいことを思いついたというように目をキラキラさせてマルクスに提案した。マルクスは「おお、それはいいな。彼は確かに愉快だ。さっそく呼び寄せよう」と深く考えることなく頷く。

　オンデルカ子爵は従属国の大使だ。宗主国であるグランエルン帝国の支配には反目的な派閥に属しているが振る舞いがしたたかで、マルクスとジャンヌにうまいこと取り入っている。

　これにはさすがに臣下らも黙ってはいられない。外国人、しかもグランエルン帝国に反目的な人物を宮廷に引き入れるなどどうかしている。

　臣下たちの反対にマルクスも一瞬ためらいを見せたが、ジャンヌが「私はただ、親しい人を宮廷に招きたかっただけなのに」と拗ねた様子を見せると、すぐに「オンデルカ子爵を宮廷顧問官に任命する。これは皇帝命令だ」と態度を変えた。

　じつはこういったことは初めてではない。ジャンヌがアメリアに代わってマルクスの婚約者になってから、宮廷の人事は滅茶苦茶だ。

　まだ何の権限もないくせに、ジャンヌはマルクスに好かれているのをいいことに宮殿に入り浸り、あらゆることに口を出した。自分の気に入らない宮廷官は辞めさせ、身分の序列やしきたりに関係なく親しい者を宮廷に呼び寄せている。宮殿の内装や庭の景観も自分好みに変えさせ、マルクスの名義で勝手にパーティーをたびたび開いた。

　その規模はどんどんと大きくなっていき、人事では要職まで一存で変更し、内装や庭の改装費は決められた予算を大きく超え国庫にまで影響が出始めている。お気に入りの人物しかパーティーに招かないため貴族の序列は滅茶苦茶になり、今まで王室を支援していた貴族らが手を引き始めている有様だ。

　ジャンヌはよく言えば天真爛漫で誰にでも分け隔てなく明るく接し、古いしきたりに縛られない自由奔放な性格だ。しかしそれは、王室や貴族の秩序を無視し、無知で無作法で浅慮な身勝手ということでもある。

　ただの侯爵令嬢であるときはそれでもよかった。身分に関係なく友達のように接するジャンヌは、屋敷仕えの使用人たちからは親しまれ慕われ特に問題はなかった。だが王室や社交界は別だ。そこには厳格な序列や複雑な派閥などが存在し、さらに人の上に立つのに相応しい品格や知性や教養が求められる。ジャンヌもレンバッハ家に来てから一応貴族の振る舞いというものは習ったが、数ヶ月の付け焼刃で王室に相応しくなれるほど易しくはない。

　どんなに溌溂としていて愛らしく魅力的でも、皇后になるというのはまったく話が違うのだ。

　宮廷は今や悲惨な有様になっている。ジャンヌの振る舞いに辟易している長年仕えてきた宮廷官らと、ジャンヌによって呼び寄せられた身分も能力も相応しくない新しい宮廷官たちは相容れず険悪な状態だ。おまけにここに来て重鎮的存在だったバーナー伯爵まで辞めさせられてしまった。

　結婚式はもうすぐだというのに予算は圧迫されていて、支援を募るにも非礼な扱いをされた貴族らは協力を渋っている。レンバッハ侯爵が呼びかけてはいるが、海外に逃げてしまった者までいて前途は多難だ。

　先代皇帝から仕えている宮廷官らは、まだ婚約者という身分でありながら王室会議の席にちゃっかり居座っているジャンヌと、彼女を甘やかすしか能のないマルクスを見て思う。

　もしかしたらグランエルン帝国は、かつてない傾国の危機に陥っているのではないか、と――。
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　シュピカとヴィルマーが心も体も結ばれてから一ヶ月が経った。

　彼女の勤める酒場では、最近男の客たちがいじけ顔だ。それというのも。

「シュピカ様、それは重いですから俺がお運びします」

「大丈夫よ、ビールの三人前くらいいつも運んでいるわ」

「あなたの腕に負担をかけたくないのです。どうか俺に運ばせてください」

　シュピカの手からビールジョッキの載ったトレーをさっさと奪い「おまちどおさま」とテーブルに運んでくるヴィルマーを見て、客の男たちは苦々しい顔をした。そのうちのひとりはついに我慢しきれず、「なんで騎士様が運んでくるんだよ！　オレたちゃシュピカちゃんが持ってきてくれたビールが飲みたいの！」と喚く始末だ。

「誰が運んでもビールの味に変わりはない」

　素っ気なく言い放ったヴィルマーと嘆く客たちを見て、シュピカと女将は苦笑しながらため息をつく。

「騎士様、もういっそレンバッハ家の騎士なんかやめてうちの従業員になっちまったらどうだい？」

　呆れ混じりに女将が冗談を言えば、ヴィルマーは「……できることならそうしたい」と大真面目に返した。

　シュピカがアメリアだとわかってから、ヴィルマーの態度は一変した。以前のように恭しく丁重に扱うのはもちろん、さらにそこに過保護さとたまらない愛おしさが加わった感じだ。

　今までのふたりの軌跡と彼の心情を思えばそれも無理はないが、シュピカはすこーし困ってしまう。なんせヴィルマーときたら自分の任務が終わったあとは毎晩この酒場に来てシュピカの手伝いをしたり、男の客が彼女に馴れ馴れしくしないか見張ったりしているのだから。

　その様子は誰から見てもふたりが恋人になったのが明らかで、シュピカに好意や憧れを抱いていた客たちは揃って肩を落とした。だからといって彼女の笑顔とおいしいビールのために酒場に通うことをやめはしなかったけれど。

　そうしてヴィルマーは深夜まで酒場で過ごしたあと、閉店後の片づけまで手伝い、それが終わってようやくシュピカとふたりきりになれるのだった。

　昼間は当然、彼はレンバッハ家で騎士としての務めを果たしている。あまり夜遅くまで待たせるのをシュピカは心苦しく思うが、彼は睡眠時間が二、三時間減ろうと一日に一回はシュピカを抱きしめキスをしないと気が済まないのだそうだ。

　そして今夜も。

「シュピカ様、お疲れでしょう。どうぞゆっくりお体を休めてください」

　ひと足先に店を出たヴィルマーは桶に湯を張って、シュピカの部屋で待っていた。

　湯浴みができるほど湯を沸かし溜めるのは簡単なことではない。ましてや貴族と違い複数人の下働きがいるわけでもなければ、専門の水場がすぐそばにあるわけでもないのだ。

　ヴィルマーはわざわざ井戸まで水を汲みにいき、自分で薪を用意してそれを沸かし、シュピカの部屋まで何往復も運ぶというのを短時間でひとりでやっている。しかもほぼ毎晩。

　彼がそうするまで普段は行水で、湯はたまにしか使えなかったシュピカは、なんだかアメリアだった頃の贅沢を思い出して恐縮してしまう。

「毎晩準備するのは大変でしょう？　私は行水でも十分なのよ？」

　けれどそう言ってもヴィルマーは「駄目です。今の季節は昼でも水が冷たい。お体を冷やすのはよくありませんから」と返すばかりだ。

　申し訳なさとありがたさを感じつつシュピカが桶に浸かれば、彼はていねいに体や髪を洗ってくれる。もはやまるで侍女だ。それもなかなかに器用な手つきなものだから驚きである。

　主従だった頃の関係なら、それだけで済んだろう。けれどふたりは今、最愛の恋人同士でもある。自らの手で綺麗にしたシュピカを真っ先に味わうことができるのは、この世でただひとりヴィルマーの特権だ。

「いつもありがとう、ヴィルマー……きゃっ」

　背中を流していたヴィルマーが後ろからうなじに口づけてきて、シュピカは驚いて声をあげたあと慌てて口を手で押さえた。薄い壁の隣は他の従業員の部屋だ。変な声を出したら聞こえてしまう。

「もうっ、悪戯はやめてちょうだい」

　振り返り潜めた声で叱ると、ヴィルマーが唇をキスで塞いだ。そしてシュピカの唇をゆっくり舌でなぞってから、低く囁く。

「申し訳ございません。あなたの美しい肌を見ていたら我慢できなかった」

　ヴィルマーの手がシュピカの華奢な肩を滑り、素肌の体をそっと抱き寄せる。

　彼の手も口づけの合間に漏れる吐息も熱いけれど、桶の湯も濡れたままの体もどんどん冷えていってしまう。シュピカがブルリと肩を震わせ「体を冷やしてはいけないんじゃなかったの？」と意地悪に笑えば、ヴィルマーはハッとした表情をしてすぐに浴布で体を包んできた。そしてシュピカの体を抱き上げるとベッドまで運び、自分も服を脱いでその上に覆い被さった。

「俺が責任をもってあなたの体を温め直します」

　全身に感じる彼の肌の温かさに幸福を感じながら、シュピカは微笑んで告げる。

「もうひとつお願い。私が声を出しそうになったら全部あなたで塞いでね。隣に聞こえないように」

　その言葉に、ヴィルマーは嬉しそうに目を細め「はい、必ず」と頷いた。






　深夜、目が覚めるとシュピカはベッドにひとりだった。

　汗や体液で汚れた体は綺麗になっていて、寝間着もしっかり着せられ寒くないように布団も肩までかけられている。もちろん湯浴みの桶もすっかり片付けられていた。

　部屋で彼と体を重ねたあとはいつもこうだ。疲れきって眠ってしまったシュピカをヴィルマーは綺麗にし、起こさないよう静かに部屋から出て帰っていく。テーブルに『明日もあなたが笑顔でありますように』と書置きを残して。

　シュピカの部屋のベッドはひとり用で、体の大きなヴィルマーと共に眠るのは難しい。もちろん性交をするときも万が一にもシュピカの体が落ちないように、彼は最大限に気を配ってくれている。

　ふたりでベッドでは寝られないうえ、彼は明日も任務があるし早朝の訓練もあることを考えれば、共に夜を越せないのは仕方がない。

　けれどシュピカはやはり寂しく思う。明日も彼はまた酒場に来てくれるとわかっていても。

「もっとずっと一緒にいられたらいいのに……」

　ベッドにうつ伏せになり、枕に顔をうずめて呟く。

　自分は恋をしているなと、シュピカはつくづく思って苦笑する。幸せだけれど切ない、こんな贅沢な気持ちを自分が持てるようになったことが、嬉しくてたまらない。

　シュピカが恋心を自覚するきっかけになった彼の結婚話は、今のところ足踏み状態となっている。というのも、コンラートが貴族たちに王室への協力金を募るため奔走していて、それどころではなくなったからだ。

　コンラートとしては寵愛しているジャンヌの結婚式にケチがつくような事態にしたくはないし、筆頭侯爵としての立場もあって必死なのだろう。しかしそんな父の思いとは裏腹にジャンヌが宮廷内を引っ掻き回すものだから、貴族たちの忠誠心は低くなっていくばかりだ。コンラートの気苦労は絶えない。ヴィルマーを皇后付き護衛騎士にするための体裁などに構っている余裕はないようだ。

　そのことにシュピカはとりあえず安心しかけたものの、根本的には何も解決していないのだと頭を悩ませている。

　どちらにしろヴィルマーはレンバッハ家の支配からは逃げられない。いずれまた結婚を強要されるかもしれないし、ジャンヌの護衛騎士になるのも彼は望んでいない。それにやはり、ヴィルマーにとってコンラートもジャンヌもアメリアの命を奪った許し難い存在だ。彼らに仕え続けることは屈辱ともいえる。

　シュピカは彼をレンバッハ家から解放してあげたいと思っている。そしてできることなら、共にこの国を出て旅をしたいとも。

　心も体も結ばれてから、シュピカは新しい人生を彼と送りたいと思うようになった。ようやく愛というかけがえのないものを知ったのだ。自分の想いも彼の想いも大切に育んで、一生添い遂げられたらどんなに幸せだろうか。

　シュピカが改めてヴィルマーに一緒にこの国を出ようと持ち掛けたとき、彼は一瞬感激に目を輝かせてから、困ったように口を引き結んだ。そしてしばらく悩ましそうに表情を曇らせたあと、『シュピカ様を俺の罪に巻き込むわけにはいきません。もう二度とあなたに罪人の汚名など着せたくない』と悔しそうに言った。

〝騎士は誓いを立てた家に一生仕えなくてはならない〟。それはふたりにとって呪いのような法律だ。もしレンバッハ家から逃げ出せばヴィルマーはもちろん、シュピカも共犯者として罪人になってしまう。罪人として追われながら旅をするなんて御免だ。

　シュピカは苦悩する。せっかく新しい人生を手に入れたのにこのままこの国に縛られ続けるのも嫌だし、ヴィルマーと離れ離れにもなりたくない。

　ふと、自分はわがままだろうかと思ったりもするけれど、アメリアだったときには我欲など持てなかったことを思い出して笑う。今度こそやりたいことはすべてやると決めたのだ、国を出ることもヴィルマーと共にいることも、あきらめたくない。

（きっとなんとかなるわ。ううん、必ずなんとかする。してみせる！）

　そう前向きに考えるシュピカに追い風が吹き始めたのは、翌週のことだった。






「『バーナー伯爵、宮廷顧問官を罷免。新たにその座についたのは、元タンタール国大使、オンデルカ子爵』……。なんだかすごいことになっているわね」

　街で売っていた新聞を読みながら、シュピカは呆れと驚きを混ぜた口調で言った。

　隣を歩いていたヴィルマーはそれをチラリと覗き込むと、「宮廷内の反発も相当なものだったようですが、さすがに市井の民もこれには反感を抱くでしょうね」とため息を吐いた。

　街の通りをヴィルマーと歩いていたシュピカは、新聞から顔を上げて辺りを見る。以前に比べ活気がないと感じるのは、気のせいではないだろう。

「宮廷の人事もだけど、街の人たちは小麦の税金が上がったことにも相当不満を抱いてるわ。来月からはビールとワインの税も上がるし、女将さんもため息をついていたもの」

　よほど国庫に余裕がないのか、最近、食料品への増税が続いている。先週から小麦の税が上がったせいでパンが値上がりし、人々は王室への不満を口にすることが多くなった。

「ここだけの話ですが……皇帝陛下は結婚祝いとして新しい離宮を建てジャンヌ様に贈られるそうです。予算は三万グルデンを超えるとか……」

「三万グルデン!?　庶民からお金を奪っておいて、馬鹿げてるわ！」

　あまりのマルクスの横暴さに、シュピカは思わず叫んでしまった。慌ててヴィルマーが「シュピカ様、お声を……」と口もとに指を立てて諫める。けれど怒りは治まらず、シュピカは「なんてひどい国なの！」と肩を怒らせて歩いていった。






　それから一ヶ月後。

　もうすぐ皇帝の結婚式という本来なら国中がお祝いムードに湧くはずの中、帝都ではなんと市民による暴動があちこちで起こり始めた。

　きっかけは小麦のさらなる課税と、結婚祝い金の下賜がないと発表されたことだ。

　通常ならば皇族の結婚では貧民救済や福祉のために祝い金が下賜されたり、税が軽減されたりするものだ。それが国民から税を搾り取るだけ取って、祝い事の恩恵には何も与かれないのだから民の不満が爆発するのも当然だ。

　また、結婚祝いに宮廷では新たな宮廷官を叙任するのも習わしだが、またしてもジャンヌの好みが優先されたせいで、貴族たちまでも不満を募らせている。

　さらに帝都以外の地方では大きな水害があったにもかかわらずなんの支援も対策も行わなかったせいで、作物に影響どころか流行り病が広がる始末だ。

　シュピカの働く酒場でも客たちは和やかさを失い、テーブルから聞こえてくるのは王室への怒りばかりだった。

「マルクス皇帝が即位してこんなに生活がひどくなるとは思わなかった！」

「ミヒャエル前皇帝は名君だったというのに、その息子はどうしてこんなに暴君なんだ！」

「マルクス皇帝も皇太子の頃はここまで横暴じゃなかったさ。賢明な方ではないが、側近の宮廷官や議会の話を聞く耳くらいは持っていたのに。レンバッハ侯爵令嬢にすっかりのぼせ上がっちまったのが原因さ」

「女は怖いねえ。男を狂わすどころか一国を駄目にしちまうなんて」

「けどその令嬢、噂じゃ庶民出身だっていうじゃねえか。以前の婚約者……なんだっけ、あの処刑された娘さんと違って、王室や宮廷のことをなーんにも知らないとか」

「マルクス皇帝もだけどレンバッハ侯爵もどうかしてるよ。そんな女を王室に嫁がせるなんて。あーあ、筆頭侯爵も皇帝もそんな女の言いなりになって、この国はいったいどうなっちまうんだろうなあ」

　客たちの話を聞いて、シュピカはなんとも言えない気持ちになる。

　今この国の人々を苦しめているのはマルクスとジャンヌだ。もちろんコンラートにも責任がある。その三人はアメリアを処刑台へ上がらせた張本人たちと言えよう。シュピカは三人を非情な極悪人だとさえ思っているが、まさか彼らの悪行がここまで大きくなるのは予想外だった。

　シュピカはしばし考える。もしかしたらこれはヴィルマーをレンバッハ家から解放し――アメリアの復讐を果たすチャンスなのではないかと。

　新しい人生を手に入れてから今度こそ幸せになることだけを考え、彼らに復讐しようとは思っていなかった。いや、思ったところで手立てがないのが正直なところだった。王室や侯爵家を敵に回してただで済むはずがないし、そんなことを企てるよりは人生を楽しむ方が大事だと思っていた。

　しかし、シュピカは感じる。今の自分には追い風が吹いていると。

　この風をうまく利用できれば、彼らへの恨みを晴らすだけでなくヴィルマーを救うことも可能かもしれない。

　シュピカは胸の奥に決意の炎を燃やすと、給仕の仕事をこなしながら頭の中で緻密な作戦を練り始めた。






「クーデター……!?」

　その日の深夜、シュピカはヴィルマーを自分の部屋へ呼んで話をした。

　あまりにも大胆な計画の内容に、彼は目を大きく見開いたままどういう顔をしていいかわからず戸惑っている。

　シュピカは口の前に指を立てると「シーッ」と命じた。酒場の二階にあるこの部屋は壁一枚を挟んで他の従業員の部屋になっている。気をつけないと大きな声は筒抜けだ。

「私がアメリアだった頃に、先帝であったミヒャエル陛下が教えてくださったの。国境の辺境にある塔に、皇族の血を引くデニスという男性が幽閉されているって。ミヒャエル陛下の父……先々代の皇帝陛下の弟の子供らしいわ。先々代皇帝は弟が帝位を狙っていると疑って、弟とその息子を幽閉したそうよ。弟はもうとっくに亡くなったけど、息子は生きているみたい」

　潜めた声でシュピカが説明すると、ヴィルマーも囁くような声で「つまり……その方を旗頭にしてクーデターを起こし、皇帝の座を奪うと？」と尋ねた。

　シュピカは「その通り」と頷き、少しだけ寂しそうに目を伏せた。

「これは王室のトップシークレットよ。もしかしたらジャンヌでさえまだ知らないかもしれない。帝位継承権のある王家の傍系がいるなんて知れたら、派閥ができて政権交代に利用される恐れがあるものね。王室としては彼が死んでこのままなかったことにしたい存在のはずよ。……でも、ミヒャエル先帝は私にそのことを教えてくださった。私が未来の皇后になると信じて、王室の秘密もすべて教えてくださったの」

　数少ないアメリアの味方だったミヒャエル先帝のことを思い出し、シュピカは胸の前でギュッと手を握りしめる。皇后の座に未練などこれっぽっちもないが、ミヒャエルの期待に応えられなかったことだけが残念だ。

「マルクスは皇帝の座を追われ、ジャンヌも断罪される。それから国民の怒りの矛先はジャンヌを王室入りさせたレンバッハ家にも向くわ。ただじゃ済まないでしょうね」

　淡々と計画を話すシュピカは、蝋燭の明かりを映しこんだ瞳の奥に強い決意を秘めている。国家転覆という大胆不敵な計画にも怯まない、崇高な覚悟が現れている。

　ヴィルマーは気持ちを落ち着けるため、ゴクリと唾を呑むしかなかった。そしてだんだんと高揚感が抑えられず、口角が上がっていく。

「やりましょう……！　これは約束された復讐だ。無実のあなたを殺した罪を購わせ、苦しんでいるこの国の民を救う。俺はきっと、この日を待ち続けていたのだと思います」

　そう語るヴィルマーの瞳にも燃えるような熱い決意が浮かぶ。

　シュピカはニコリと笑うと「あなたならそう言ってくれると信じてた」と手を差し出し、彼と固い握手を交わした。






　この街にレジスタンスによる地下組織があることを突きとめたのは、その三日後だった。

　レジスタンスのアジトになっているとある宿屋の地下に、ヴィルマーはひとりで乗り込むことにした。今はまだシュピカを連れていくには危険だし、計画の信憑性を証明するのはレンバッハ家の騎士である自分の役割だからだ。

　情報屋から聞きだした通り、宿屋の店主に秘密の合言葉を告げると、彼はカウンターの奥にある階段からこっそり地下へと通してくれた。そこは人目を忍ぶように薄暗い部屋で、十数人の男性が集まっていた。皆険しい顔をしており、ピリピリとした空気が漂っている。

「我々の組織へ入りたいだと？　お前は誰だ、名と身分を明かせ」

　ひとりの男に尋ねられ、ヴィルマーは被っていた外套のフードを外し顔を見せる。そして「俺はレンバッハ家に仕える護衛騎士。ヴィルマー・フォン・トロスト。マルクス政権の転覆を望んでいる、あなたたちと志を同じくする者だ」と名乗った。

「レンバッハ家だと？」

「あの婚約者……ジャンヌの家に仕えてるだって？」

　狭い部屋の中はにわかにざわつきだす。ヴィルマーは本来なら敵になり得る立場なのだ。男たちは皆警戒心を強め、椅子から立ち上がり武器を握る者もいた。

「……話を聞こう」

　注意深くヴィルマーを睨みながらそう言ったのは、地下組織のリーダーの男だった。名をバルトという。

　ヴィルマーは語った。自分がアメリアに深く忠誠を誓っていたこと。しかし彼女が父であるコンラートに嵌められジャンヌとマルクスによって処刑されたこと。必ずアメリアの仇を取ると心に誓ったことを。

　語っているうちにヴィルマーの胸の内から熱い怒りが燃えてくる。今はシュピカと想いが通じ合い幸福でもあるというのに、それでもやはりアメリアの尊厳と命が奪われた怒りはこれっぽっちも失せていない。彼女が処刑台へ送られたときの悔しさと憤りは、今思い出しても涙が滲んだ。

　熱心に語ったヴィルマーに、地下組織の男たちの多くは同情した。レンバッハ家の騎士と聞いたときは敵かと思ったが、レンバッハ家の騎士だからこそマルクスたちに深い憎しみがあるのだと理解した。

　そしてヴィルマーは「俺はマルクスを皇帝の座から引きずり下ろす有力な手立てを知っている」と、懐から一冊の書物を取り出して見せた。

　それは革表紙の日記帳だった。表紙にはアメリア・フォン・レンバッハの名が刻まれている。

「これはアメリア様が生前につけられていた日記だ。捨てられそうになった遺品から俺が見つけた。ここに――王室特秘の情報が記されている」

　日記帳は本物だ。ヴィルマーの言う通りアメリアが生前に書いていたものを、彼が遺品の中から見つけ大切に保管していたのだ。

　ただし、それ以外は計画のために仕込んだ嘘だ。

　ヴィルマーは日記を見つけたあともアメリアの心を尊重し中を見ることはしなかったし、アメリアは軽率に王室の特秘を日記に書き込んだりはしていない。

　シュピカが死んだアメリアであると明かせない以上、地下組織にどうやって王室の特秘情報を伝え信頼させるか考えた末の作戦だった。

　日記に、国境の塔に王家傍系の青年デニスがいるという情報はシュピカが後から書き加えた。筆跡は変わっていないので違和感はない。

　日記を読んで男たちは驚きに目を見開いた。国全体がマルクス政権への不満を募らせているとはいえ、まとまりがないのが実態だった。マルクス皇帝を排除したとして、その後はどうするのか。国家元首不在では諸外国に狙われるのではないか、共和制にしたらどうか、だとしても人民の支持を集められるリーダーなどいないではないか等々、国中に潜んでいるレジスタンスらも意思を統一できず有象無象になっていた。

　それが旗頭になり得る人物が存在していると知り、男たちは確かな光明が見えたかのように興奮する。

「マルクス皇帝には背を向けても、グランエルン王室には敬意を抱いている貴族も大勢いる。特に先代ミヒャエル皇帝派の者たちだ。デニス様がミヒャエル皇帝の遺志を継いでくれるのならば、きっと味方になってくれるだろう」

　ヴィルマーの話は十分な説得力があった。筆頭侯爵のレンバッハ家に仕えていればこそ、貴族間の複雑な派閥も把握している。

　現政権に不満を抱いている庶民とて、マルクスは憎いが王室の消滅まで望む者は多くない。先代皇帝の頃は王室は人々に愛されていたし、この国では前例のない共和制を敷くよりは信頼のおける君主に統治してもらう帝政を望んでいる人々は多い。帝位に新たな君主が就いてくれることが一番の得策であることは明らかだ。

　ずっと足踏みしていたマルクス打倒がようやく正しい方向へ動きだしそうな気配に、レジスタンスたちは気持ちを高揚させる。

「その情報は確かなんだろうな」

　念を押して問いかけてきたバルトに、ヴィルマーは力強く頷いた。

「間違いない。これはあの方が……アメリア様が残してくださった希望の光だ。悪政を退けこの国を正すために。あの方の正義を貫くため、俺は命を懸ける」

　その琥珀の瞳に一片の偽りもないと感じたバルトは、片手を差し出してヴィルマーと握手を交わした。そして他のメンバーに向かって命じる。

「クーデターだ。この国の政権を変える。マルクス悪帝を地獄に落とし、デニス様を帝位につけるぞ」

　街の片隅にあるレジスタンスのアジトで上がった気炎は、歴史が変わる幕開けの合図だった。
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　グランエルン帝国の東の国境は濃い霧に覆われている。

　濃霧の森にそびえ立つ塔は老朽化し、ひびだらけの石造りの壁を覆うようにびっしりとツタが張っていた。

　八歳のときからここに閉じ込められ続けている男は、今年で四十三歳になった。三十五年間の幽閉生活で父を失い、五人いた側仕えはふたりに減った。そのふたりももう老齢で、形だけの見張りに過ぎない。男がここから逃げ出さないための見張りだ。

　男は今日も最上階にある部屋から霧に煙る森を眺める。三十五年間、天気の変化以外何も変わらない景色。

　深い森に近づく者はおらず、霧のせいで遠くまでは望めない。ただ孤独を味わうだけの景色だ。もうその孤独に絶望することにも、男は飽きている。

（あと十年……二十年、自分は生きるのだろうか。なんの意味があって）

　皇帝の甥に生まれた。ただそれだけで彼は人生を取り上げられた。己の存在意義も見いだせず、ただ己の死を願う。

（神よ。あなたに慈悲の心があるのなら、一日も早く私をあなたの御許にお召しください）

　天に向かってそう祈る男の目に、信じがたい光景が映った。

　霧が晴れたのだ。この塔に来てから一度も晴れたことのなかった霧が。

　クロウタドリの声が響く空にどこまでも続く森、そして遠くに見える山の峰を、男は初めて見た。

「奇跡だ……」

　呟いた次の瞬間、彼の耳にノックの音が届いた。

「失礼いたします、デニス殿下。私はグランエルン帝国筆頭侯爵レンバッハ家に仕える騎士、ヴィルマー・フォン・トロストと申します。あなたをここからお連れするためにまいりました」

　聞いたことのない声だった。清々しく力強い声が、扉の向こうから語り掛けてくる。

「……入りなさい」

　ごくりと唾を呑み込み答えると、鈍い音を立てて扉が開き、黒い外套を着たひと組の男女が入ってきた。

　ふたりは男の前で膝をつき、首を垂れて乞う。

「デニス殿下。どうか我が国をお救いください」

　ひとりは腰に剣を差した長身の青年、そしてもうひとりは……どこか不思議な雰囲気の漂う女性だった。彼女の空のように青い瞳が自分を見上げたとき、デニスは天啓を受けたように己が高貴な血を引く一員であることを思い出した。

　生気のなかった目に輝きが戻り、椅子から力強く立ち上がったデニスに、空色の瞳の女性が微笑みかける。

「あなた様に皇帝の座をご用意いたします。さあ、まいりましょう。グランエルン帝国を平和へと導くために」

















第六章　切り開かれた未来












　――それは、鈍色の雲に覆われた薄曇りの夏の日。

　グランエルン帝都では朝から花火が上がり、皇帝の結婚を祝していた。

　スケジュールではマルクスとジャンヌは正午から行われる結婚式のため午前十時に宮廷を出発し、黄金と花で飾られた馬車に乗って大聖堂へと向かう。

　危ぶまれた結婚式の予算は庶民から税金を搾り上げ、貴族たちから寄付を強請することでなんとか賄えた。ジャンヌはかねてより希望していた婚姻用の愛らしいドレスを着ることができてご満悦だ。胸もとを彩るピンク色のダイヤの数々が、どれほどの値段か気にもかけずに。

　しかし。

　マルクスとジャンヌが何かがおかしいと思い始めたのは、大聖堂へ向かう大通りが妙に静かだと気づいたときだった。

　沿道では結婚を祝う人々が馬車に花を投げ、お祝いの言葉を贈っている。けれどどうにも人が少ないと感じるのは気のせいだろうか。

　沿道に並ぶ人だけではない。皇帝の結婚式のパレードならば、どの家も窓から頭を出して見物したり、屋根の上に登って見たりする者たちがいてもおかしくないはずだ。それらがほとんどないことに気づいて、さすがにマルクスもジャンヌも違和感を覚え出した。護衛隊や軍楽隊の兵士らも異常さに戸惑い、辺りをキョロキョロと見回している。

「ねえ、マルクス様。皇族の結婚式ってこんなものだったかしら。もっと街中が熱狂するものだと思ってたのに。せっかくこんなに着飾ったのに、拍子抜けだわ」

　ジャンヌが不満そうに頬を膨らませる。マルクスとてこの結婚式には随分と気合を入れていた。それなのに思わぬ肩透かしを食らいジャンヌの前で恥を掻き、困惑よりも怒りが湧いてくる。

「おい！　そこのお前！　街中の人間を集め沿道に立たせろ！　皇帝の祝賀式典を祝わない者は不敬罪として牢に入れてしまえ！」

　馬車の脇についていた護衛の兵士にそう怒鳴りつけたときだった。「へ……陛下！」とただならぬ様子で後方から馬で駆けつけてきたのは、側近の侍従武官長だった。

　苛立っていたマルクスは侍従武官長にも「お前も人を集めてこい！」と命じたが、彼はそれどころではない様子で馬車の横についた。

「申し上げます！　暴動です、大規模な暴動が起きています！　宮殿が襲われ、正門を突破され内部が制圧されようとしています！」

　にわかには信じられない報告を聞き、マルクスは「なっ……」と言ったまましばらく固まってしまった。皇帝の結婚式に宮殿が襲われるなど前代未聞だ。謀はかってからかわれているのではないかと思う。

　しかし後方に続いていた馬車から次々と大臣たちが飛び出して、「陛下も早くお逃げください！」とパレードもマルクスも放って、どこかへ逃げていくではないか。

　さすがに尋常ではない空気を感じ取り、マルクスは青ざめる。

「どうしたの？　なぜ馬車が停まったの？　もうすぐ大聖堂なのに！」

　事態の深刻さを理解できていないジャンヌだけが、眉を吊り上げて喚いている。後方の馬車から降りてきたコンラートがふたりのもとへ駆けつけ、「これは……まずいことになりましたぞ」と真っ青な顔で言った。

　もはや結婚式どころではなく、随行の馬車からは大臣や司教が逃げ出し、突然の出来事に軍楽隊もラッパを吹くのをやめオロオロするばかりだ。護衛隊も予想外の事態に統率が取れず、華やかなパレードの一団は大通りの道中で混乱して立ち往生している。

「なんなの!?　どうなってるのよ！　ねえマルクス様！　お父様！　なんとかして！」

　楽しみにしていた結婚式が台無しになり、ジャンヌは涙目で訴える。しかしマルクスもコンラートもどうすることもできない。

「暴動とはなんなのだ？　いったい誰が、なんの目的で宮殿を襲っているんだ!?」

　マルクスが近くにいた兵士を捕まえて問い詰めていると、新たに報告に来た武官がこわばった表情で口を開いた。

「ク……クーデターです……。宮殿を制圧した者たちは、グランエルン王家の血を引くデニスという男を旗頭にして……新たに帝位に就かせると……」

　デニスの名を聞いてマルクスが目を見開く。その存在は前皇帝の亡き今、自分しか知らないはずだった。

（いったいどこの誰がデニスを引っ張り出してきた!?　何故!?）

　驚愕の表情で震えるマルクスを、ジャンヌとコンラートは不安そうに見つめている。

（あの男が生きて国境の塔に幽閉されていることは王室の特秘だったはずだ！　父母亡き今、そいつの生存と居場所を知っているのは俺だけだったはずだ！　なぜ！　どこから情報が漏れた！　まだジャンヌにだって話していないのに!!）

　抱え込んだ頭に、忘れかけていた名が閃光のように一瞬走った。

「……アメリア……」

　ポツリと呟いた瞬間、全身に怖気が走った。

　ミヒャエルに寵愛を受けていたアメリアなら、そのことを聞かされていたかもしれない。しかし彼女はもうこの世にはいないのだ。あり得ないはずなのに、自らが斬首に処したあの女の存在を感じずにはいられない。

　それからマルクスは黙り込んでしまった。ジャンヌが泣こうが喚こうが死人のように青白い顔を俯かせ、まるで幽霊に怯えるかのようにただガタガタと体を震わせ続けた。
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　グランエルン帝国で起きたクーデターは、のちに『結婚式の政変』と呼ばれた。

　各地に散らばるレジスタンスの地下組織を統一し、四ヶ月足らずでクーデターの成功へ導いたのはバルトという統率者の活躍とされている。

　しかしそれは表向きの話で、この大掛かりな政変の中核にいた者たちは皆知っている。本当の立役者はレンバッハ家の騎士ヴィルマーであったことを。

　彼は忠誠を誓った侯爵令嬢アメリアの無念を晴らすため、彼女の遺品から王室の特秘を見つけ出し辺境の塔に幽閉されていた帝甥デニスを救い出した。さらには〝秘密の内通者〟によってクーデター当日に宮殿の警備を無力化させたのも、反マルクス派の貴族に呼びかけ協力を仰いだのも、彼である。

　この政変はヴィルマーなしには成功しなかったと言って間違いではないだろう。

　しかし彼は自分の名が表に出るのを嫌がり、あくまで陰の立役者として振る舞った。手柄も名声もすべてバルトに譲って。

　なぜヴィルマーが表舞台に立ちたがらなかったのか、その真意を知る者はいない。

　尋ねてみたところで彼は首を横に振り、『何ひとつ俺の功績ではない。すべては神の思し召し、俺はそれに従っただけだ』としか答えなかった。

　クーデターにより宮殿が制圧され、マルクス皇帝が拘束され帝位の放棄を宣言した一ヶ月後。グランエルン帝国に新皇帝デニスが即位した。

　今まで幽閉生活を送っていたデニスの人格について不安に思う者も多くいたが、彼は非常に敬虔で口を開けば『私が今ここにいるのは神のお導き。神の御心に背くような独善的な行いはしないことを誓う』と繰り返すほど真面目な性格であった。

　ジャンヌの好みで滅茶苦茶にされた宮廷の人事は一新され、かつてミヒャエル皇帝に仕えていた宮廷官らが要職に戻って来ている。宮廷の政や式典に精通している彼らは、新しい皇帝の力になってくれることだろう。

　戴冠式も無事終わり宮殿も落ち着いてきた頃。皇帝のもとに密かに呼ばれたふたりの人物がいた。

「ヴィルマー。そしてシュピカよ。改めてこの度の礼を言う。お前たちふたりは私の恩人……いや、神の御使いだ。心から感謝する」

　謁見室でデニスに向かって跪くふたりは、顔を上げて「過分なお言葉でございます」と微笑む。デニスもフッと顔を綻ばせ、「人払いはしてある。畏まらなくていい」とふたりを立ち上がらせた。

「世間ではバルトが英雄扱いだが、本当にその身を正義のために尽くし革命の民たちを導いたのがお前たちだということを私は知っている。特にヴィルマーよ。ほぼ無血での宮殿の制圧は見事であった」

　デニスは心からの称賛を贈る。あれだけの活躍をしておきながら名声を求めない彼らの清廉さは、尊敬にさえ値する。

　けれどやはりヴィルマーは小さく首を横に振ると、「俺は何もしていません。すべては神のお導きでございます」と答えた。

　真実は誰にも明かせないが、クーデター当日に宮殿の武力を無力化したのはシュピカの功績だ。アメリアだった頃、彼女は軍の体制にも精通していた。どの将校が愛国心が強く、どれだけの影響力があるのか。マルクス政権下で地位を剥奪され不当さに憤りを感じている将校は誰か。どの順番で誰に呼びかければ作戦が円滑に進むのか。シュピカはかつての皇后教育で得た知識をフル活用し、緻密な作戦を立ててヴィルマーに指示した。

　前皇帝派だった将校らは、生前にミヒャエルが可愛がっていたアメリアの意志をヴィルマーが継いでいると聞き、喜んで力を貸した。そしてクーデターまでのおよそ四ヶ月、秘密裏に前皇帝派の将校たちは結束し、クーデター当日に常備軍を宮殿から引き離すことに成功した。残っていた衛兵らも将校たちに矢面に立たれれば攻撃するわけにもいかず、大聖堂へ向かってしまったマルクスは不在で指揮系統が乱れ、ほとんど役に立たない有様だった。

　マルクスに取り立てられたマルクス派の将校も幾人かいたが、彼らはおべっか故に階級を授かっただけで功績もなければ経験もなく、まともに兵も動かせない。それどころか宮殿を護らずにさっさと逃げ出す者ばかりだった。

　貴族らへの呼びかけもそうだ。表立って動いたのはヴィルマーだが、作戦はすべてシュピカが立てた。誰に呼びかければ支持と援助が集まるのか、貴族たちの複雑な関係を細かに把握しているシュピカだからできたことだ。

　宮殿の人事も軍務も社交界の人間関係も、すべてはアメリアだった頃に血の滲むような努力をして学び得た膨大な情報だ。皇后になった際にその知識は強力な武器になるはずだったが、あいにくそれは叶わなかった。

　けれどその武器はシュピカになって初めて輝く。悪帝マルクスを貫く剣となって。

（努力は無駄じゃなかった……）

　シュピカはそっと瞼を閉じる。アメリアだった頃の自分が微笑む姿が見えた気がした。

　ヴィルマーはそんな彼女をチラリと見てから浅く唇に弧を描くと、もう一度デニスに向かって頭を下げた。

「お前がそう言うのならそうなのだろうな。真実は誰もが知る必要はない。そういうことにしておこう」

　ふたりを見つめていたデニスは顎髭を撫でさすりながら話を結んだ。このクーデターは不思議なことだらけだ。いくらレンバッハ家の騎士とはいえヴィルマーが宮廷や社交界の内部事情に詳しすぎるのも疑問だ。

　しかしそれを追究しようとはデニスは思わない。正しい道でも、踏み込んではいけない領域というものが世の中にはある。真実をただ受けとめるのみが最良だ。

　デニスは深く一度頷くと、「今日はふたつの用件があってお前たちを呼んだ」と気を取り直して話を改めた。

「ひとつ目はヴィルマーの身上の件だ。レンバッハ家当主コンラートはマルクスとジャンヌを国外に逃がそうとした罪で有罪となり、本人の死刑、および爵位の取り消し、領地と財産の没収が決まった。……もっとも、屋敷は暴徒に酷く荒らされて財産など根こそぎ奪われたようだがな。ジャンヌのせいでコンラートも庶民によほど恨みを買っていたのだろう。屋敷の使用人たちまで暴動に巻き込まれて無事ではなかったそうだ」

　デニスの語ったレンバッハ家の顛末を聞いて、シュピカは自分がかつての生家で働いていた人々を思い出す。けれど同情心など起きない。ジャンヌに媚び諂い彼女の傲慢さを増長させた原因は、使用人たちにもあるのだから。

「レンバッハ侯爵家はなくなった。つまり、帝国法に基づきヴィルマーは騎士の任を解かれたことを皇帝デニスがここに宣言する。おめでとう、これでお前は自由の身だ」

　その言葉に、ヴィルマーの瞳が輝いた。再び皇帝に向かって跪きこうべを垂れ、「ありがとうございます。深甚なる謝意を」と礼を述べた。

（これでようやく……夢が叶うんだわ）

　シュピカも万感の思いで胸をいっぱいにする。彼をレンバッハ家の呪縛から解いて共に自由な人生を歩むという悲願がやっと達成できるのだ。その喜びはまるで忌まわしい過去に打ち勝ったような気さえする。

「さて、ふたつめの用件だが……私としてはここからが本題だ」

　デニスがコホンと咳払いをして話題を変える。彼は少し畏まった様子だったが、シュピカとヴィルマーはなんの話をされるかわかっていたので緊張することもなかった。

「再三手紙でも申したが……このクーデターの立役者はヴィルマー、シュピカ、お前たちふたりだ。お前たちは誰よりも褒賞を受け取る権利がある。金銭だけではない。ヴィルマーには皇帝近衛軍団長の職と大将の階級、侯爵の爵位と領地を。シュピカには宮廷女官長の職を与える。この国ではこれ以上ない待遇だ。私もふたりが宮廷にいてくれると心強い。……叙任を受ける気はないか？」

　その問いかけに、ふたりは穏やかに微笑んで揃って首を横に振った。

「陛下の御心、身に余る光栄に存じます。しかし以前お返事した通り、俺たちはこの国を出て旅をするつもりです。宮廷には留まれません」

「陛下の御心遣いに背くことを、どうかお許しください」

　予想通りの答えが返ってきたことに、デニスはため息を吐いてから苦笑する。

「やはり駄目か。一生安泰の職と地位と爵位より、何も持たず宛てもなく旅をする方がいいなど、お前たちは本当に変わっておる。……だがそれもまた、神の思し召しかもしれない。だとしたら私に止めることなどできないな」

　デニスは玉座から立ち上がると手を叩いて侍従を呼んだ。部屋に入ってきた侍従は持ってきたふたつの袋を、恭しくふたりに渡す。

「餞別だ。足りなくなったら便りを寄越せばいつでも追加を送ってやる。せめてこれくらいは受け取ってくれ。お前たちの正当な報酬だ」

　両手に乗るくらいの袋の中には、ぎっしりと金貨が詰まっている。これだけあれば数年旅を続けたって不自由はない。しかも侍従が追加で渡してきた書状は、皇帝公認の入出国許可書と渡航許可書だ。敵対している国以外であれば大陸ほぼ全土で使える。ふたりの旅を安全にしてくれることだろう。

　シュピカとヴィルマーは顔を見合わせ、それからデニスに向かって深く頭を下げた。

「陛下のご厚情に心より感謝を。偉大なるデニス皇帝陛下とグランエルン帝国に神のご加護がありますように」

「ああ。息災でな」

　デニスは満足げに、けれど少し寂しそうに微笑んで頷く。そして旅立つふたりの背に向かって、ひとつだけ疑問を投げかける。

「明日は前皇帝らの処刑日だ。見届けていかないのか？」

　部屋を出ようとしていたふたりは振り返って、迷うことなく頷いて告げた。

「私たちの役目は、もう終わりましたから」と。

















エピローグ












　グランエルン帝都の夏空に、観衆の声が響き渡っている。

　それは、前皇帝の悪政を罵る声。傾国の原因になった皇后を中傷する声。そしてこの結婚を手引きした侯爵への非難の声。

　ほんの数年前にはアメリアに『王室を欺いた悪女』と唾を吐きマルクスに同情していた者たちが、今は同じ口でマルクスたちに憎しみと殺意をぶつけている。

「殺せ！」「殺せ！」という憎悪の声は、やがてわぁっという歓声に変わった。まるで、悪が滅びたことを喜ぶかのように。

　しかし人々のそんな愚かな声も、帝都から遠く離れた田舎道を馬で行くシュピカとヴィルマーには届かない。

　ふたりの上空は青く澄み渡り、ただ空を飛ぶコマドリの鳴き声だけが軽やかに響いている。

「いいお天気。この分なら今日中にみっつは街を越えられそうね」

「ゆっくり行きましょう。慌てては危ないです、シュピカ様はまだ馬に乗れるようになったばかりなのですから」

「大丈夫よ。あなたの教え方が上手だったから、もう早駆けだってできるわ」

「いけません。過信は禁物です。もしお怪我でもされたら俺はあなたから馬を取り上げなければならない」

「ああん、もう。早く港町について船に乗りたいのに！」

　辺りは見渡す限りの葡萄畑。その間をどこまでも続く道を、シュピカとヴィルマーは馬を並べてのんびりと進んだ。穏やかなお喋りの合間に、朗らかな笑い声が響き渡る。

「それにしても、ゆうべは楽しかったわね。女将さんたちが盛大な送別会を開いてくれて」

　昨夜の賑やかな宴を思い出し、シュピカは肩を竦めてクスクスと笑った。ヴィルマーはそんな彼女を横目で見て、少しだけ拗ねた口調で言う。

「シュピカ様は人気がありすぎます。酔っぱらった男の客たちが泣きながら『行かないでくれ』ってあなたに縋ってくるのを引き離すのは大変だったんですから」

　ふたりの新たな門出を祝うための送別会だったが、シュピカを慕っていた客たちは酒が入るとあっという間に別れを惜しんでベソベソと泣き出してしまった。しまいにはシュピカの脚に縋って『俺も連れていってくれ』と喚きだす者までいて、てんやわんやの賑わいだった。

　そんな愉快な顛末を思い出して、シュピカはついに声をあげて笑い出した。

「ふふふ、おかしい。あのときのあなたの顔ったら。きっと一生忘れないわ」

「……勘弁してください」

　ヴィルマーとしては敬愛の極みであるシュピカに酔っ払い男どもが纏わりついてくるのも最悪だし、それをムキになって何人も引き剥がしてヘトヘトになったのも笑い事ではない。けれど。

「……でも、楽しかったです。あんなに笑っているあなたを見るのは初めてでしたから。大勢の人に囲まれて愛されているあなたを見て、俺も幸せな気持ちになりました」

　アメリアのときには手に入らなかった幸福に囲まれているシュピカを見たとき、ヴィルマーは胸がいっぱいになった。彼女が屋敷にいた頃にそんな笑顔にさせてあげたかった口惜しさと、今こうして幸福を噛みしめている彼女を見て本当によかったと思う気持ちが絡まり合って、うっかり込み上げてきた涙を人知れず拭ったことは彼だけの秘密だ。

　少しだけ切なさの混じった笑顔を向けたヴィルマーに、シュピカは胸が詰まりそうな気持ちで微笑み返す。

「あなたのおかげよ。あなたが私を愛してくれたから、私は心の底から笑えるようになったの。二度と思い出したくなかったアメリアの頃の記憶も、今はこうして明るく話せる。私は私のことが好きになれたみたい。きっと、これからもっともっと明るく笑えるわ。あなたと一緒なら」

　もしヴィルマーと再会しなければ、シュピカは昔の記憶に蓋をしたまま生きていただろう。それは前向きに見えても、後ろを振り返る恐怖を抱えて生きていくことだ。何かのきっかけで笑顔が曇る日が、いずれ訪れていたかもしれない。

　本当に過去を清算し胸を張って生きていけることが、シュピカは嬉しい。

　そんな思いを込めてヴィルマーを見つめると、彼も琥珀色の瞳でまっすぐに見つめ返し、愛の言葉を紡ごうと口を開きかけた。――と、そのとき。

「え？」

　さっきまで快晴だった空はいつの間にか真っ黒な雲に覆われ、いきなり大きな雨粒をシュピカの頬に落とした。そして次の瞬間、まるでバケツをひっくり返したような土砂降りに襲われた。

「きゃぁあっ！　さっきまでいいお天気だったのに！」

「落ち着いて、シュピカ様。あそこに水車小屋があります。ひとまずそこで雨宿りしましょう」

　ふたりは川べりにある水車小屋まで急いで馬を走らせた。馬を軒下に繋ぎ中へ入ると、製粉機の奥は柔らかな干し草が敷いてあり、シュピカたちは濡れた外套を脱ぐと揃ってそこへ腰を下ろした。

「ああ、驚いちゃった。すっかりずぶ濡れだわ。でもこれも旅の醍醐味よね」

　可笑しそうに笑いながら雨水の滴る髪を絞るシュピカに、ヴィルマーは「大丈夫ですか、これでお体を拭いてください」と鞄から乾いた布を取り出して渡した。

　しかし外套の下の服まですっかり雨が染みていて、拭いたくらいではどうにもならなそうだ。冷たい服に体の熱が奪われ、シュピカはブルリと震えて両腕をさする。

「脱いだ方がいいみたい。着替えるわ」

　ボディスを外してシフトとスカートを脱ぎドロワーズ一枚になったシュピカは、濡れた服を壁に張ってあったロープにかけると、鞄から新しい服を取り出そうとしてハッと手を止めた。そして干し草の山の中にモゾモゾと身をうずめる。

「ねえヴィルマー、見て。とっても温かいわ」

　干し草は国によっては庶民の寝床になるほど柔らかくて保温性に優れている。

　シュピカの着替えを見ないように背を向けていたヴィルマーは呼びかけられて振り返ったが、半裸の彼女が楽しそうに干し草に埋もれているのを見て慌てて顔を背けた。

「は、はしたないですよ！　シュピカ様！」

「そうかしら？　どうせここにはあなたしかいないのだし、いいじゃない。雨がやむまでこうしているわ」

「お風邪を召されますよ」

「大丈夫よ、本当に温かいんだから。ヴィルマーこそいつまでも濡れた服を着ていたら風邪をひくわ。あなたも服を脱いでここへ入ってきたら？」

　ヴィルマーは頬を染めて複雑そうな顔をしながらしばらく悩んでいたが、やがて意を決したようにシャツとトラウザーズを脱ぎ捨てると、「……失礼します」とシュピカの隣へと潜り込んだ。

「ね？　温かいでしょう？」

　そう言ってシュピカが微笑みかけるや否や、彼はその体を引き寄せて腕に抱きしめた。

「……この方が温かい。火がないときは素肌で触れ合うのが一番温かいんです」

　シュピカはしばらくポカンとしたあとたまらず笑い出して、「本当ね。すごく温かくて、気持ちいい」と彼の体を抱きしめ返した。

　干し草の中で互いの熱を分け合い、やがてどちらともなく唇を重ねる。外から聞こえる雨の音が、心地よく耳に聞こえた。

　ヴィルマーはシュピカの瞼やこめかみにも口づけし、頬についていた干し草を指で優しく払った。ただそれだけの彼の仕草が、シュピカはたまらなく嬉しく、愛しく思う。

　頭をゆるく押さえていた彼の手が肌を滑っていく。耳から首筋に、鎖骨に、そして胸に。

　胸の丸みに這わされた手は、先端に辿り着き胸の実を軽く爪先で引っ掻く。何度も体を重ねているうちにヴィルマーはシュピカの体がどんなふうにいじられると喜ぶのかを、すっかり把握するようになっていた。

「あ……は、ぁ……」

　疼くような刺激にシュピカはたまらず身を捩る。彼の指は小さな実を引っ掻いたり押して転がしたりと、巧みに弄んだ。

　シュピカの頬が赤らみ、吐息に甘い声が混じりだす。ヴィルマーが双丘の先端を両手でキュッとつまめば、シュピカは喉を反らせて「あぁっ」と歓喜にも似た嬌声をあげた。

「……愛らしい。こんな場所でさえ、あなたの乱れる姿は愛らしく蠱惑的で……俺はあなたをますます愛してしまう」

　情熱的に呟いて、ヴィルマーは唇を重ねながらシュピカを押し倒すと、そのままドロワーズに手をかけて脱がせた。邪魔な干し草を払い、一糸まとわぬ姿になったシュピカをうっとりと眺める。

「この美しい体をどうか永遠に、俺だけのものでいさせてください」

　祈りにも似た思いを吐露し、ヴィルマーはシュピカの体に口づけていく。豊満な胸にも、くびれた腰にも、柔らかな腹にも、真っ白な腿にも、口づけて赤い痕を残していく。

「あぁ……」

　全身にじっくりと接吻を受けて、シュピカの体は燃え上がるように熱くなっていた。その熱は下腹の奥を炙って溶かし、はしたない甘露を滴らせる。

　ヴィルマーはシュピカの腿を割り開き顔をうずめ、滴る露を舌で舐め取った。舐めれば舐めるほど露は溢れ、狭い水車小屋に雨音とは違う淫らな水音が静かに響く。

「ヴィルマー……っ、もう、もう……あぁっ」

　まるで砂漠の旅人が水を求めるように、ヴィルマーは零れる露を舌で受けとめ続けた。宍色ししいろの花弁も疼きを持て余した孔も何度もひくつき、敏感な粒ははちきれそうなほど充血して膨らんでいる。シュピカは汗の滲んだ背を仰け反らせ、「駄目、もう……！　お願い……」と涙交じりの声で懇願した。

　ようやく顔を上げたヴィルマーに、シュピカは安堵して表情を緩ませる。

「苦しかったですか？　お許しください……あなたの何もかもが可愛くて、つい」

　申し訳なさそうに眉尻を下げた彼の首に腕を回し、抱き寄せながらシュピカは目を細める。

「あなたが欲しいの、ヴィルマー。あなたにもっと愛されたい、ひとつになりたいの」

　素直に気持ちを打ち明けて、シュピカは自分から唇を重ねる。たった今体中を愛撫してくれた彼の舌を吸い、甘い名残をふたりで分け合った。

　抱き寄せられたままヴィルマーは片手で自分の下着を寛がせ、逞しい肉茎を露わにする。腹につくほど反り返り隆起しているそれは、早く繋がりたい彼の気持ちを代弁しているみたいだ。

「シュピカ様、愛しています……。……シュピカ」

　耳をとろかすような熱い囁きと共に、ヴィルマーの剛直が挿ってきた。

　彼を待ち望んでいた体はそれだけで達してしまい、首に回していたシュピカの腕は背中を掴んで爪を立てる。

「あぁぁあっ！」

　甲高い嬌声が、水車小屋の静寂を切り裂く。いつも酒場の自室で交わっていたときは声を抑え口づけで塞いでいたが、ここならば壁の向こうに人はいない。

　シュピカの啼き声に欲を煽られるように、ヴィルマーは激しく腰を動かし出した。肌がぶつかり合うたびに淫らな雫が跳ね、卑猥な音が響き渡る。

　熱く狭いシュピカの中を、いきり立った肉の杭が暴れ回る。手前や奥の感じる場所を穿たれ、そのたびに肌が粟立った。

「あぁ……っ、激し……ぃい、あっ！　ひ、あっ、あっ、ヴィル……マー……っ」

　絶頂を迎えたシュピカの秘所から飛沫が噴き出す。それでもヴィルマーは抽挿を止めることなく、シュピカに口づけて息が苦しくなるほど舌をねぶった。

　普段より彼の情欲の火が滾っていると感じるのは、気のせいではないだろう。シュピカが思っていたより彼は喜んでいるのかもしれない、過去のしがらみから解放されグランエルン帝国を離れ、自由を手に入れたこの日を。

「あっ、愛してる……ぅんんっ、ヴィルマー……！　愛して、ぁあっ」

　目の前がチカチカして意識を手放しそうになりながらも必死に告げれば、ヴィルマーは刹那、琥珀色の瞳を和らげた。

「愛してる。俺のシュピカ……」

　次の瞬間、ヴィルマーは精をシュピカの最奥で放った。蜜道に染みるかと思うほど熱いそれは、まるで彼の想いの熱さそのものだ。

（温かい……。彼も私も、生きているんだわ……）

　体の奥と、抱きしめてくる肌のぬくもりに至福を感じて、シュピカは瞼を閉じた。

　ふたりは繋がったまま手を握り合い、しばらくそのまま余韻に浸った。外の雨音は、さっきよりも随分ささやかになってきている。

「雨が上がりそう……」

　ポツリと呟くと、ヴィルマーは体を起こし小屋にある通気口の窓から外を見にいった。そして「あ」と零して、シュピカの方を振り返る。

「虹が出ていますよ、シュピカ様」

「本当？」

　シュピカも気怠い体を起こし、彼の隣に並んで外を見た。
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　遠く南の空はすでに雲が晴れ、七色の大きな虹がかかっている。キラキラと日差しが降り注いでいる様は、新しい物語の幕開けのようだ。

「虹は幸運の前触れです。幸先がいいですね、まるで我らの旅路を祝してくれているみたいだ」

　ヴィルマーの言葉に微笑んで頷く。

　シュピカにはそれが真実だと思えた。神と御使いらは祝福してくれている。新たな人生で幸福と自由を手に入れたシュピカのことを。

　そしてもうひとつ。日差しが降り注ぐ先にある、新しく生まれ変わったグランエルン帝国のことも。

　――『グランエルン帝国を率いる気高き皇后になるはずだったのに』

『グランエルン帝国を導く国母になるはずだったのに』

『どこかで運命の歯車が狂ってしまった』――

　あの奇跡のときに、天の御使いらが言っていたことを思い出す。

　もしかしたらこの魂はグランエルン帝国を救い導くことが運命づけられていたのかもしれない。

（神様は私を哀れんでいただけでなく、姿かたちが変わっても私がグランエルン帝国を救い導くことを信じて新たな人生を与えたのかも）

　ふとそんな考えがよぎる。すると。

「シュピカ様、お体を冷やしませんように」

　裸のままだった体に、ヴィルマーが乾いた外套を羽織らせてくれた。

「ありがとう」と微笑み、肩に置かれた手に自分の手を重ねる。

　光り輝く天に、シュピカはそっと祈りを捧げた。グランエルン帝国の栄光と、ヴィルマーと自分の悠久の愛を願って。

　どこかでカタンと、停まっていた歯車が正しく動き出す音が聞こえた。







了










著者紹介




桃城　猫緒（ももしろ・ねこお）


千葉県在住。うお座のＯ型。

近著に『いじわる皇帝陛下の可愛がり花嫁教育』（ハーパーコリンズ・ジャパン）、『狼大公は偽物花嫁を逃がさない』（ハーパーコリンズ・ジャパン）、『転生悪役幼女は最恐パパの愛娘になりました』（スターツ出版）など。

桃城猫緒ＨＰ　恋色工房（https://momoshironekowo.amebaownd.com/）









Copyright © 2022 Nekoo Momoshiro All rights reserved.






著作権上、本作品の一部、あるいは全部を無断で複製、転載、配信、送信することは禁止されています。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止されています。







※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。






item/navigation-documents.xhtml




Navigation







		表紙



		プロローグ



		第一章　哀れな令嬢と一等星



		第二章　騎士の供花は誰が為に



		追憶　～ヴィルマー・フォン・トロスト～



		第三章　奇跡の朝



		第四章　祝福された人生



		第五章　戦う者のうた



		第六章　切り開かれた未来



		エピローグ

























Guide





		表紙



		目次



		本編















item/image/cover.jpg





item/image/002.jpg





item/image/001.jpg
W@






item/image/003.jpg





